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は
じ
め
に

二
〇
〇
二
年
四
月
、
三
十
四
年
の
外
務
省
勤
務
を
終
え
て
退
官
し
た
私
は
、
旬
日
を
経
ず
し
て
、
最
後
の
任
地
で
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
に
も

ど
っ
た
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
が
、
と
に
か
く
一
年
の
間
、
私
を
引
き
受
け
て
く
れ
、
研
究
と
講
義
に
、
新
し
い
人
生
を
き
り
ひ
ら
く
可
能
性
を

与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
ラ
イ
デ
ン
で
二
年
の
歳
月
を
経
て
か
ら
、
二
〇
〇
四
年
九
月
、
次
の
研
究
地
に
な
っ
た
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に

移
っ
た
。

そ
れ
か
ら
五
年
、
二
〇
〇
九
年
五
月
二
十
六
日
午
後
四
時
、
そ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
大
講
堂
（
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
）
の
中
の

「
上
院
の
間
」
で
、
私
は
博
士
号
取
得
の
最
後
の
関
門
で
あ
る
、
口
頭
試
問
に
臨
ん
だ
。

事
前
に
説
明
を
受
け
て
い
た
が
、
実
際
に
臨
ん
で
見
る
と
、
口
頭
試
問
の
や
り
方
は
、
驚
き
の
連
続
で
あ
っ
た
。

会
場
と
な
っ
た
「
上
院
の
間
」
は
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
大
講
堂
の
中
で
も
特
に
由
緒
の
あ
る
部
屋
で
、
聳
え
立
つ
よ
う
な
壁
に
は
、
歴
代
の
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ラ
イ
デ
ン
大
学
の
著
名
な
碩
学
の
肖
像
画
が
並
び
、
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
、
学
問
を
志
す
者
に
と
っ
て
の
栄
誉
の
場

を
見
下
ろ
し
て
い
た
。

博
士
号
の
諮
問
を
受
け
る
人
に
は
、
二
名
の
「
介
添
え
人
」
が
つ
く
。
私
の
場
合
は
、
大
使
館
勤
務
を
し
て
い
た
時
の
得
が
た
い
相
談
相

手
で
あ
り
、
退
官
後
は
、
オ
ラ
ン
ダ
社
会
と
ラ
イ
デ
ン
で
の
私
の
生
活
の
接
点
に
な
っ
て
く
れ
た
、
大
使
館
文
化
班
の
大
黒
柱
エ
リ
ザ
ベ
ス

と
そ
の
夫
君
の
退
役
陸
軍
大
将
の
オ
ン
ノ
の
二
人
だ
っ
た
。

事
前
に
、「
博
士
号
の
口
頭
試
問
は
、
最
高
の
礼
服
を
着
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ホ
ワ
イ
ト
・
タ
イ
を
着
て
ほ
し
い
」
と
い
う
連
絡
が

あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
今
日
本
で
ほ
と
ん
ど
着
る
こ
と
の
な
い
、
白
ネ
ク
タ
イ
の
礼
装
で
あ
る
。
前
日
ラ
イ
デ
ン
大
学
横
の
貸
し
衣
装
屋
で
借

り
受
け
た
。
か
く
て
、
オ
ン
ノ
と
私
は
、
ホ
ワ
イ
ト
・
タ
イ
。
勲
章
着
用
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
オ

ラ
ン
ダ
訪
問
の
準
備
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
い
た
だ
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
勲
章
を
着
用
し
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
、
ロ
ン
グ
の
ド
レ
ス
。

「
上
院
の
間
」
に
入
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
友
人
が
三
、
四
十
名
、
傍
聴
席
に
集
ま
っ
て
い
た
。
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
、
友
人
た
ち
を

後
ろ
に
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
と
オ
ン
ノ
を
両
脇
に
、
着
席
し
、
正
面
の
ひ
な
壇
に
教
授
た
ち
が
現
れ
る
の
を
待
っ
た
。

午
後
四
時
直
前
に
、
黒
い
ガ
ウ
ン
を
ま
と
い
、
箱
型
の
房
付
き
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
、
教
授
方
が
粛
々
と
現
れ
た
。

全
体
の
進
行
は
、
ク
リ
ス
・
ゴ
ト
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
ラ
イ
デ
ン
大
学
日
本
セ
ン
タ
ー
長
、
私
の
博
士
号
審
査
委
員
会
か
ら
、
シ
ェ

フ
ィ
ー
ル
ド
大
学
グ
レ
ン
・
フ
ッ
ク
教
授
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
リ
ッ
キ
ー
・
ケ
ル
ス
テ
ン
教
授
（
前
ラ
イ
デ
ン
大
学
日
本
セ
ン

タ
ー
長
）、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ア
ー
サ
ー
・
ス
ト
ッ
ク
ウ
ィ
ン
名
誉
教
授
。
そ
れ
に
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
か
ら
こ
の
口
頭
試
問
に
参
加

す
る
、
Ｗ
・
Ｊ
ブ
ー
ト
教
授
と
リ
ン
ゼ
イ
・
ブ
ラ
ッ
ク
助
教
授
、
そ
の
ほ
か
旧
知
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
教
授
数
名
、
一
同
威
儀
を
正
し
て
一

列
に
着
座
し
た
。

四
時
を
ほ
ん
の
少
し
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
の
発
声
に
よ
り
、
口
頭
試
問
が
始
ま
っ
た
。
内
容
は
、
北
方
領
土
問
題
の
歴
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史
的
・
法
的
経
緯
、
現
下
の
日
本
外
交
で
こ
の
問
題
が
日
本
に
と
っ
て
持
つ
意
味
、
中
国
の
台
頭
と
オ
バ
マ
の
ア
メ
リ
カ
と
の
間
で
ど
う

や
っ
て
対
ロ
シ
ア
外
交
を
進
め
て
い
く
か
な
ど
、
博
士
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
も
、
ま
た
、
私
の
、
三
十
四
年
間
の
外
務
省
生
活
の
経
験
か

ら
も
、
言
い
た
い
こ
と
は
、
山
の
よ
う
に
あ
る
話
で
あ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
一
時
間
が
ぴ
っ
た
り
た
っ
た
と
こ
ろ
で
、
古
式
豊
か
な
礼
装
を
着
た
進
行
役
の
執
事
が
、
大
き
な
槌
で
、
台
を
バ
ー
ン
と
打
っ

た
。
こ
の
瞬
間
、
口
頭
試
問
は
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

審
査
に
携
わ
る
先
生
方
は
、
皆
、
審
議
の
た
め
に
退
室
し
、
私
は
、
介
添
え
人
と
握
手
を
交
わ
し
、
後
ろ
を
振
り
返
っ
て
、
傍
聴
者
の
人

た
ち
と
、
旧
交
を
あ
た
た
め
る
話
し
が
始
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

思
え
ば
長
い
道
の
り
だ
っ
た
。

ラ
イ
デ
ン
大
学
で
の
二
年
が
過
ぎ
、
九
月
か
ら
は
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
に
招
待
さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
二
〇
〇
四
年
の
夏
、
当
時
の

日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
で
、
実
質
的
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
で
の
私
の
受
け
入
れ
人
だ
っ
た
、
リ
ッ
キ
ー
・
ケ
ル
ス
テ
ン
教
授
か
ら
、「
ラ
イ

デ
ン
大
学
で
は
、
社
会
で
活
動
し
て
い
る
人
た
ち
に
、
博
士
号
授
与
の
機
会
を
与
え
る
制
度
が
あ
る
。
一
つ
の
学
問
領
域
の
中
で
、
独
立
の

論
文
を
五
つ
書
い
て
発
表
す
る
。
そ
れ
を
全
体
と
し
て
評
価
し
て
、
一
定
の
水
準
に
達
し
た
と
評
価
さ
れ
れ
ば
、
博
士
号
を
授
与
す
る
。
こ

れ
か
ら
の
勉
強
で
、
こ
れ
に
応
募
し
て
み
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
示
唆
を
受
け
た
。

願
っ
て
も
無
い
、
有
難
い
制
度
だ
っ
た
。

プ
リ
ン
ス
ト
ン
で
は
、
学
問
領
域
と
し
て
は
、
国
際
関
係
論
を
念
頭
に
置
き
、
と
に
か
く
論
文
を
書
く
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
、
幸

い
、
一
年
後
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
に
書
い
た
も
の
を
含
め
て
、
と
に
も
か
く
に
も
、
五
つ
の
論
文
が
形
を
整
え
て
き
た
。

二
〇
〇
五
年
九
月
、
オ
ラ
ン
ダ
出
張
の
機
会
に
、
こ
の
五
つ
を
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
た
。
ラ
イ
デ
ン
の
同
僚
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た
ち
は
、
と
も
か
く
一
年
で
五
つ
に
達
し
た
こ
と
を
喜
び
、
そ
の
あ
と
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
に
来
た
連
絡
で
も
、
概
ね
こ
れ
で
よ
い
か
と
い
う

感
じ
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
人
事
が
交
替
し
た
。
ケ
ル
ス
テ
ン
教
授
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
に
転
出
、
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所

長
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
が
就
任
し
た
。
早
速
、
二
〇
〇
六
年
春
に
ラ
イ
デ
ン
を
訪
問
し
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
と
懇

談
、
提
出
す
る
論
文
の
内
容
を
再
検
討
し
、
新
た
に
、
国
際
関
係
論
の
純
粋
理
論
に
関
す
る
論
文
を
一
つ
書
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
も
ラ
イ
デ
ン
で
の
新
生
活
で
多
忙
、
私
も
、
台
湾
・
サ
ン
タ
バ
ー
バ
ラ
・
ソ
ウ
ル
と
移
動
す
る
中
で
多
忙
、
そ
の
合
間

を
ぬ
っ
て
、
ラ
イ
デ
ン
と
の
間
で
、
国
際
関
係
の
純
粋
理
論
に
つ
い
て
の
長
い
メ
ー
ル
の
や
り
と
り
が
始
ま
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
日
本
と
の
関
係
で
、
転
機
が
訪
れ
た
。
二
〇
〇
六
年
六
月
か
ら
七
月
、
佐
藤
優
氏
の
高
裁
裁
判
に
弁
護
側
証
人
と
し
て
証
言

し
、
翌
二
〇
〇
七
年
五
月
、
五
年
に
わ
た
っ
て
書
き
続
け
て
き
た
自
分
の
携
わ
っ
た
日
ロ
交
渉
史
『
北
方
領
土
秘
密
交
渉
・
失
わ
れ
た
五
度

の
機
会
』
を
出
版
で
き
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
初
め
、
居
を
東
京
に
移
し
て
、
帰
国
し
た
。

帰
国
し
て
間
も
な
く
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
か
ら
、
理
論
ペ
ー
パ
ー
を
含
む
各
論
文
に
つ
い
て
外
部
の
人
を
含
む
審
査
委
員
会
の
意
見
を
聞

く
段
階
に
入
っ
た
と
い
う
連
絡
が
入
っ
た
。

と
こ
ろ
が
で
あ
る
。

七
月
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
か
ら
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
内
外
の
関
係
者
で
協
議
し
た
結
果
、
私
の
博
士
号
は
、
①
す
で
に
出
版
済
み
の
も
の
で

十
分
と
判
断
し
、
特
に
、『
北
方
領
土
秘
密
交
渉
・
失
わ
れ
た
五
度
の
機
会
』
に
対
し
て
付
与
す
る
、
②
た
だ
し
、
こ
の
本
を
基
礎
と
す
る

英
語
論
文
と
し
て
の
『
批
判
的
要
約
』
を
作
成
す
る
、
③
こ
れ
ま
で
提
出
し
た
論
文
に
つ
い
て
は
、
出
版
済
み
の
も
の
四
つ
を
、
北
方
領
土

に
関
す
る
日
・
英
論
文
を
補
完
す
る
形
で
、
博
士
論
文
の
一
部
と
す
る
、

―
と
い
う
連
絡
が
来
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
正
直
に
言
っ
て
、
驚
き
で
あ
っ
た
。
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し
か
し
、
よ
く
考
え
て
見
る
と
、
大
変
有
難
い
提
案
で
あ
っ
た
。

な
に
よ
り
も
嬉
し
か
っ
た
の
は
、
一
般
の
博
士
論
文
の
形
を
と
っ
て
い
な
い
『
北
方
領
土
交
渉
秘
録
・
失
わ
れ
た
五
度
の
機
会
』
に
、
学

問
的
な
価
値
を
認
め
て
く
れ
た
こ
と
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
出
版
さ
れ
た
以
下
の
四
つ
の
論
文
も
、
補
完
的
な
形
で
、
論
文
の
一
環
と
な
る
こ

と
が
で
き
た
。

●　
「
日
本
に
お
け
る
一
層
の
自
己
主
張
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」、
ア
ジ
ア
研
究
所
『
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
ア
ジ
ア
研
究
』
二
〇
〇
五
年
十
月

号
、
八
―
四
五
ペ
ー
ジ

●　
「
一
九
九
〇
年
代
後
半
の
日
本
の
戦
略
思
考
」、
ギ
ル
バ
ー
ト･

ロ
ー
ズ
マ
ン
、
東
郷
和
彦
、
ジ
ョ
デ
ィ･

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
共
編
『
日

本
の
ア
ジ
ア
に
対
す
る
戦
略
思
考
』
パ
ル
グ
レ
ー
ヴ
、
二
〇
〇
七
年
、
七
九
―
一
〇
八
ペ
ー
ジ

●　
「
日
本
と
ア
ジ
ア
多
国
間
主
義
の
新
安
全
保
障
構
造
」
ケ
ン
ト
・
カ
ル
ダ
ー
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
フ
ク
ヤ
マ
共
編
『
東
ア
ジ
ア
の
多
国

間
主
義
：
地
域
安
定
化
へ
の
展
望
』
バ
ル
チ
モ
ア
、
ジ
ョ
ン
・
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
出
版
、
二
〇
〇
八
年
、
一
六
八
―
一
九
二
ペ
ー
ジ

●　
「
日
本
の
歴
史
問
題
：
分
裂
を
乗
り
越
え
て
総
合
へ
」、
長
谷
川
毅
、
東
郷
和
彦
共
編
『
苦
悩
す
る
東
ア
ジ
ア
の
現
代
：
歴
史
の
記
憶

と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』、
プ
ラ
ー
ガ
ー
ウ
ェ
ス
ト
ポ
ー
ト
、
二
〇
〇
八
年
、
五
九
―
八
〇
ペ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

約
十
分
間
の
審
議
を
へ
て
、
審
査
委
員
会
の
先
生
方
が
、
講
堂
に
も
ど
っ
て
来
た
。

　

ジ
ョ
ー
ン
ズ
教
授
が
、
静
か
に
、
発
声
し
た
。

　
「
東
郷
和
彦
さ
ん
、
わ
た
く
し
た
ち
は
、
今
、
あ
な
た
に
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
人
文
科
学
の
分
野
の
博
士
号
を
与
え
る
決
定
を
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
真
理
を
追
究
し
、
学
問
の
道
に
は
げ
ん
で
く
だ
さ
い
」

　

以
下
は
、『
北
方
領
土
交
渉
秘
録
・
失
わ
れ
た
五
度
の
機
会
』
に
関
す
る
『
批
判
的
要
約
』
を
、
若
干
の
修
文
を
加
え
つ
つ
、
日
本
語
に
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訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

私
が
廣
岡
正
久
先
生
の
知
己
を
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
す
べ
て
、
ロ
シ
ア
を
縁
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
縁
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
京
都
産
業
大
学
の
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
。

　

謹
ん
で
本
稿
を
、『
産
大
法
学
』
廣
岡
正
久
先
生
の
御
退
官
記
念
号
に
提
出
す
る
も
の
で
あ
る
。

序
言本

稿
の
目
的
は
、
一
九
八
五
年
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
が
権
力
を
握
っ
て
か
ら
、
二
〇
〇
一
年
プ
ー
チ
ン
が
大
統
領
に
就
任
後
一
年
を
過

ぎ
る
ま
で
の
十
六
年
に
わ
た
る
、
日
本
と
ソ
連
・
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
十
六
年
間
は
、
日
本
と
ソ

連
・
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
が
最
も
活
発
だ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
時
期
の
最
後
に
両
国
関
係
は
、
そ
の
ピ
ー
ク
を
む
か
え
た
。

分
析
の
対
象
資
料

本
稿
は
、
既
刊
の
一
次
資
料
を
中
心
と
し
、
こ
れ
に
、
有
力
な
二
次
資
料
を
加
え
、
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
一
次
資
料
の
中
心
は
、
著
者

に
よ
る
『
北
方
領
土
交
渉
秘
録
：
失
わ
れ
た
五
度
の
機
会
』（
以
下
『
北
方
領
土
（
１
）』）
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
著
者
が
外
務
省
で
勤
務
し
て
い
た

間
、
直
接
経
験
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
メ
モ
ワ
ー
ル
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
本
稿
で
は
、
枝
村
純
郎
、
丹
波
実
、
鈴
木
宗
男
と
佐
藤
優
、
ミ
ハ

イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
、
ア
ナ
ト
リ
ー
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
エ
フ
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
パ
ノ
フ
及
び
ゲ
オ
ル
ギ
ー
・
ク
ナ
ッ
ゼ
の
メ
モ
ワ
ー
ル

な
い
し
は
論
文
を
分
析
し
て
い
る
。

　

二
次
資
料
と
し
て
は
、
原
き
み
え
、
長
谷
川
毅
、
木
村
汎
、
佐
藤
和
男
と
駒
木
明
義
、
和
田
春
樹
、
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
、

（742）
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ジ
ョ
ッ
シ
ュ
・
グ
ラ
ウ
ビ
ッ
ツ
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
サ
ル
キ
ー
ソ
フ
、
及
び
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ロ
ズ
マ
ン
の
分
析
を
活
用
し
て
い
る
。

背
景

　

何
故
日
本
に
と
っ
て
、
ソ
連
邦
・
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
関
係
で
、
領
土
問
題
は
か
く
も
重
要
な
意
味
を
持
つ
の
か
。
著
者
は
、『
北
方
領

土
』
の
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
、「
北
方
領
土
問
題
は
、
日
本
が
太
平
洋
戦
争
を
い
か
に
し
て
戦
い
、
い
か
に
し
て
敗
戦
を
む
か
え
た
か
と
い
う
歴

史
に
直
結
す
る
、
民
族
の
心
の
痛
み
の
問
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
一
九
四
五
年
の
春
か
ら
秋
に
か
け
て
日
本
と
ソ
連
の
間
で
お
き
た

様
々
な
不
幸
な
出
来
事
に
、
そ
の
す
べ
て
の
根
源
を
有
す
る
（
２
）」
と
述
べ
て
い
る
。

　

日
本
は
、
ソ
連
邦
の
太
平
洋
戦
争
へ
の
参
戦
に
、
深
い
心
理
的
な
傷
を
う
け
た
。
ソ
連
邦
の
参
戦
は
、
当
時
有
効
だ
っ
た
日
ソ
中
立
条
約

に
違
反
し
て
、
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
ソ
連
邦
の
占
領
下
に
お
か
れ
た
人
々
に
非
常
な
苦
し
み
を
与
え
た
。
六
十
万
人
が
抑
留
さ
れ
、
そ
の
う

ち
約
六
万
が
ソ
連
邦
で
死
ん
だ
。
更
に
、
一
八
五
五
年
の
日
ロ
通
好
条
約
以
降
一
貫
し
て
日
本
の
領
土
で
あ
っ
た
国
後
、
択
捉
、
歯
舞
、
色

丹
の
四
島
の
占
領
に
い
た
っ
た
。
日
本
は
、
一
九
五
一
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
及
び
一
九
五
六
年
の
日
ソ
共
同
宣
言
に
署
名
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
戦
後
の
現
実
を
受
け
入
れ
た
が
、
四
島
問
題
は
、
太
平
洋
戦
争
に
起
因
す
る
最
後
の
未
解
決
の
痛
み
と
し
て
残
っ
た
の
で

あ
る
。

　

よ
り
広
い
視
野
に
立
つ
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
日
本
側
の
観
か
た
は
、
十
九
世
紀
以
降
の
帝
国
主
義
国
家
と
し
て
の
日
ロ
の
対
立
、
太
平

洋
戦
争
の
全
体
像
、
そ
の
中
で
の
米
国
と
英
国
と
の
役
割
な
ど
の
文
脈
で
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実
の

問
題
と
し
て
は
、
戦
後
の
日
本
人
の
ロ
シ
ア
に
対
す
る
も
の
の
観
か
た
は
、
上
述
の
記
述
に
よ
っ
て
、
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
（
３
）。

　

そ
れ
で
は
、
日
本
が
戦
後
の
現
実
を
受
け
入
れ
た
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
何
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
、『
北
方
領
土
』
で
、

日
本
政
府
の
公
式
見
解
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
日
本
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
第
二
条
Ｃ
項
で
、「
千
島
列
島
に
対
す
る
す
べ
て
の
権

（743）
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利
、
権
原
及
び
請
求
権
を
放
棄
」
し
た
が
、
条
約
で
は
、
千
島
列
島
が
ど
こ
に
所
属
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
ま
た
、
千
島
列
島
の
範
囲
に

つ
い
て
規
定
が
な
か
っ
た
。
日
本
は
、
千
島
列
島
に
は
四
島
は
含
ま
れ
な
い
と
言
う
解
釈
を
「
明
確
化
」
し
た
。
ソ
連
は
、
条
約
に
は
署
名

し
な
か
っ
た
が
、「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
条
約
で
日
本
が
国
後
・
択
捉
を
放
棄
し
て
い
な
い
」
と
い
う
解
釈
に
対
し
て
は
、
千
島
列
島
に
こ

れ
ら
の
島
が
入
っ
て
い
る
と
い
う
公
開
の
発
言
が
あ
る
と
し
て
、
猛
烈
な
反
論
を
行
っ
た
（
４
）。

　

確
か
に
、
国
後
・
択
捉
が
千
島
列
島
に
入
る
と
い
う
一
連
の
公
開
発
言
が
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
著
者
が
、
特
定
の
時
期
を
示

さ
ず
に
「
千
島
列
島
に
は
四
島
は
含
ま
れ
な
い
と
言
う
解
釈
を
『
明
確
化
』
し
た
」
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
に
値
す

る（５
）。

　

で
は
、
一
九
五
六
年
に
共
同
声
明
が
発
出
さ
れ
た
時
に
、
何
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
、『
北
方
領
土
』
に
お
い
て
、
日
ロ
は
、

領
土
問
題
を
除
き
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
関
す
る
す
べ
て
の
問
題
を
解
決
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
ソ
連
側
は
、
一
九
五
五
年
八
月
の
ロ
ン
ド

ン
交
渉
で
、
歯
舞
・
色
丹
の
引
渡
し
に
よ
っ
て
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
用
意
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
引
渡
し
に
は
応
じ
な
い
と
述
べ
た
。

ソ
連
側
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
五
六
年
の
交
渉
で
、
こ
の
立
場
を
変
え
な
か
っ
た
。
日
本
側
は
八
月
の
終
わ
り
に
こ
の
提
案
に
対
し
て
、
四

島
全
部
の
返
還
を
求
め
、
そ
れ
以
降
、
そ
の
立
場
か
ら
決
し
て
譲
歩
し
な
か
っ
た
。
交
渉
は
成
功
せ
ず
、
採
択
さ
れ
た
共
同
声
明
第
九
項

は
、
平
和
条
約
交
渉
が
継
続
さ
れ
、
歯
舞
・
色
丹
は
、
平
和
条
約
締
結
後
に
日
本
に
引
き
渡
さ
れ
る
と
規
定
し
た
。
従
っ
て
著
者
は
、「
日

ソ
間
で
解
決
を
み
て
い
な
い
の
は
『
国
後
・
択
捉
の
帰
属
問
題
』
の
み
で
あ
り
、
平
和
条
約
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
は
ま
さ
に
こ
の
問
題
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
（
６
）。

　

一
九
六
〇
年
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
と
新
安
保
条
約
を
締
結
し
た
時
、
ソ
連
邦
は
こ
の
条
約
は
ソ
連
邦
の
利
益
に
反
す
る
危
険
な
も
の
だ
と

非
難
し
、
外
国
軍
隊
が
日
本
か
ら
撤
退
し
な
い
限
り
、
歯
舞
・
色
丹
を
日
本
に
引
き
渡
さ
な
い
と
宣
言
し
た
。
デ
タ
ン
ト
期
に
は
、
双
方

は
、
関
係
改
善
の
方
策
を
模
索
し
、
一
九
七
三
年
十
月
、
田
中
角
栄
総
理
と
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
は
、
共
同
声
明
を
発
出

（744）
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し
、「
第
二
次
大
戦
の
時
か
ら
の
未
解
決
の
諸
問
題
」
を
解
決
す
る
こ
と
に
合
意
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
は
、
田
中
総
理
に
対
し
、
口
頭

で
、
こ
の
表
現
に
、
四
島
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
シ
ベ
リ
ア
資
源
開
発
へ
の
日
本
か
ら
の
相
当
の
投
資
を
含
め
、
経
済
関
係
は
進

捗
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
第
二
次
冷
戦
」
と
も
言
わ
れ
る
、
一
九
七
〇
年
代
の
後
半
以
降
、
日
ソ
政
治
関
係
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ

た
。
一
九
七
八
年
園
田
直
外
務
大
臣
が
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
て
以
来
、
グ
ロ
ム
イ
コ
外
務
大
臣
は
、
日
本
が
領
土
問
題
を
提
起
し
続
け
る
な

ら
訪
日
し
な
い
、
と
い
う
態
度
を
と
り
続
け
た
。
爾
後
、
各
首
都
に
お
け
る
外
相
協
議
は
、
八
年
間
行
わ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

註（
１
）　

東
郷
和
彦
『
北
方
領
土
交
渉
秘
録
：
失
わ
れ
た
五
度
の
機
会
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
七
年
）

（
２
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
八
四
―
八
五
ペ
ー
ジ

（
３
）　

追
加
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。Tsuyoshi H

aegaw
a, “R

ussia and H
istorical M

em
ory in E

ast A
sia ”, in Tsuyoshi H

asegaw
a 

and K
azuhiko Togo

（ed.

）, E
ast A

sia’s H
aunted P

resent: H
istorical M

em
ories and the R

esurgence of N
ationalism

（W
estport, P

raeger 

Security International, 2008

）pp. 220-36
。
東
郷
和
彦
「
日
ロ
関
係
を
再
構
築
す
る
た
め
に
」『
世
界
』
二
〇
〇
八
年
十
月
号
、
五
三
―
六
二

ペ
ー
ジ
。K

azuhiko Togo “T
he C

ontem
porary Im

plications of the R
usso-Japanese W

ar: A
 Japanese Perspective ”, Steven E

ricson and 

A
llen H

ockley ed., T
he Treaty of Portsm

outh and its L
egacies, H

anover, D
artm

outh C
ollege P

ress, 2008, pp. 157-182

（
４
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
一
三
三
―
三
四
ペ
ー
ジ

（
５
）　

最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
五
一
年
十
月
十
九
日
の
西
村
条
約
局
長
国
会
答
弁
で
あ
り
、「
条
約
に
あ
る
千
島
列
島
の
範
囲
に
つ
い
て

は
、
北
千
島
と
南
千
島
の
両
者
を
含
む
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
歯
舞
と
色
丹
島
が
千
島
に
含
ま
れ
な
い
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
当
局
も
明
言
さ
れ

ま
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
和
田
春
樹
氏
は
、
十
月
二
十
日
の
草
葉
外
務
次
官
答
弁
で
も
、
同
様
の
説
明
が
な
さ
れ
た
と
記
述
し
て
い
る
。（
和
田

春
樹
『
北
方
領
土
問
題
：
歴
史
と
未
来
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
九
年
、
二
二
五
―
二
七
ペ
ー
ジ
）。
原
き
み
え
氏
は
、
そ
の
論
文
で
、
日
本
外
務

省
が
四
六
年
十
一
月
英
語
で
印
刷
し
た
冊
子
に
「
千
島
列
島
に
は
国
後
・
択
捉
が
含
ま
れ
る
が
、
歯
舞
・
色
丹
は
、
別
の
区
分
に
属
す
る
」
と
記
載

さ
れ
て
い
る
と
論
じ
た
。（K

im
ie H

ara, Japanese- Soviet/R
ussian R

elations since 1945,

（N
ew

 York, R
outledge, 1998

）, pp. 24-30

）

（
６
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
一
三
四
―
三
五
ペ
ー
ジ

（745）
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ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
時
代

　
『
北
方
領
土
』
に
お
い
て
、
著
者
は
、
六
年
間
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
時
代
を
三
つ
に
分
け
て
分
析
し
て
い
る
。（
一
）
一
九
八
五
年
三
月
か
ら

八
八
年
七
月
ま
で
。
最
初
の
一
年
半
は
両
国
関
係
は
急
速
に
改
善
さ
れ
る
が
、
八
六
年
秋
よ
り
約
二
年
間
に
わ
た
り
、
急
速
に
悪
化
し
た
。

（
二
）
一
九
八
八
年
七
月
か
ら
九
一
年
四
月
ま
で
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
ま
で
、
約
三
年
弱
の
間
交
渉
が
続
け
ら
れ
た
。（
三
）
九
一
年
四

月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
短
い
期
間
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
訪
日
の
後
、
九
一
年
八
月
の
ク
ー
デ
タ
に
よ
り
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
権
力
が
後
退
し
、

十
二
月
に
ボ
リ
ス
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
ひ
き
い
る
ロ
シ
ア
連
邦
が
登
場
す
る
。

第
一
回
の
失
わ
れ
た
機
会
の
窓

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
権
力
を
掌
握
し
た
時
、
中
曽
根
総
理
は
、
素
早
い
対
応
を
見
せ
た
。
中
曽
根
総
理
は
、
一
九
八
五
年
三
月
十
三
日
の

チ
ェ
ル
ネ
ン
コ
書
記
長
の
葬
儀
に
列
席
、
十
四
日
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
の
会
見
を
実
現
し
た
。
日
本
側
の
こ
の
積
極
的
な
対
応
に
対
し
て
、

ソ
連
側
は
、
翌
八
六
年
一
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ナ
ゼ
外
務
大
臣
の
訪
日
に
よ
っ
て
応
え
て
き
た
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ナ
ゼ
は
、

「
ロ
シ
ア
側
が
賛
成
す
る
か
ど
う
か
は
解
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
日
本
側
が
言
い
た
い
こ
と
は
な
に
に
よ
ら
ず
耳
を
傾
け
る
用
意
が
あ
る
」
と

述
べ
た
。
グ
ロ
ム
イ
コ
が
、
日
本
が
領
土
問
題
を
提
起
す
る
な
ら
訪
日
し
な
い
と
言
っ
て
い
た
こ
と
に
較
べ
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ナ
ゼ
の
対
応

は
、
新
鮮
な
そ
よ
風
の
趣
が
あ
っ
た
。
安
部
晋
太
郎
外
務
大
臣
は
五
月
に
直
に
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
は
、「
あ
な
た

は
提
起
し
て
は
な
ら
な
い
問
題
を
提
起
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
も
の
の
、
双
方
の
交
流
に
活
気
が
生
ま
れ
た
。
八
六
年
夏
、
日
本
外
交
の
優

先
課
題
と
し
て
、
八
七
年
初
頭
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
が
浮
上
し
た
の
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
両
国
関
係
は
そ
れ
か
ら
急
速
に
悪
化
し
た
。
ソ
連
側
は
、
八
六
年
九
月
、
日
本
が
Ｓ
Ｄ
Ｉ
の
研
究
に
参
加
す
る
決
定
を
し
た

（746）
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こ
と
に
強
く
反
発
し
た
。
八
七
年
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
は
、
外
交
日
程
か
ら
消
え
さ
っ
た
。
同
年
五
月
に
は
東
芝
の
子
会
社
が
、
潜
水
艦

の
航
跡
を
モ
ニ
タ
ー
す
る
こ
と
を
難
し
く
す
る
ス
ク
リ
ュ
ー
音
消
去
の
技
術
を
売
却
し
、
こ
れ
が
ソ
連
に
伝
わ
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
事

件
が
発
覚
し
、
両
国
関
係
は
一
層
悪
化
し
た
。
夏
に
は
、
外
交
官
の
相
互
追
放
が
行
わ
れ
、
秋
に
は
、
在
モ
ス
ク
ワ
の
日
本
大
使
館
の
ロ
シ

ア
人
ス
タ
ッ
フ
が
、
突
然
大
量
に
退
職
し
た
（
７
）。
八
八
年
七
月
、
中
曽
根
元
総
理
が
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
と
の
間
で

突
破
口
を
開
く
会
談
を
す
る
ま
で
の
約
二
年
間
、
両
国
関
係
は
凍
結
状
況
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
失
わ
れ
た
第
一
の
機
会
の
窓

だ
っ
た
（
８
）。

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
政
策
と
新
思
考
外
交
が
ど
こ
で
も
成
功
し
て
い
た
こ
の
時
期
に
、
な
ぜ
日
本
と
の
間
で
こ
の
よ
う
な

関
係
の
悪
化
が
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
著
者
は
、
当
時
、
倉
成
正
外
務
大
臣
の
秘
書
官
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
が
、
大
臣
に
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
書
記
長
が
日
本
に
対
す
る
関
心
を
失
っ
た
四
つ
の
理
由
を
ブ
リ
ー
フ
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
と
の
レ
イ
キ
ャ
ビ
ッ
ク
会

談
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
後
、
米
ソ
関
係
に
重
き
を
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
国
内
問
題
に
忙
殺
さ
れ
始
め
た
こ
と
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
と

東
芝
が
対
日
関
係
を
悪
化
さ
せ
た
こ
と
、
領
土
問
題
を
真
剣
に
と
り
あ
げ
る
関
心
が
な
か
っ
た
こ
と
、
以
上
の
四
点
で
あ
る
（
９
）。

　

木
村
汎
氏
も
、
訪
日
検
討
中
止
の
理
由
と
し
て
、
四
点
を
あ
げ
て
い
る
。
米
国
に
時
間
を
と
ら
れ
た
こ
と
、
中
曽
根
総
理
の
任
期
が
短
く

強
い
指
導
者
と
見
な
さ
な
か
っ
た
こ
と
、
訪
日
に
よ
っ
て
何
を
得
る
の
か
見
え
な
か
っ
た
こ
と
、
日
本
が
強
く
要
求
し
て
く
る
領
土
を
と
り

あ
げ
た
く
な
か
っ
た
こ
と
、
以
上
で
あ
る
（
亜
）。
長
谷
川
毅
氏
は
、
こ
の
リ
ス
ト
に
加
え
、
国
内
要
因
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い

る
（
唖
）。

　

ソ
連
側
か
ら
は
、
チ
ェ
ル
ニ
ャ
エ
フ
が
後
に
な
っ
て
、
初
期
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
日
本
に
対
す
る
関
心
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｉ
へ
参
加
さ
せ
な
い
こ

と
に
集
中
し
、
領
土
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
関
心
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
述
べ
た
（
娃
）。
パ
ノ
フ
も
、
後
に
な
っ
て
、「
日
ソ
関
係

は
、
劇
的
な
速
度
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
が
、
新
し
い
ソ
連
指
導
部
の
下
で
肯
定
的
な
局
面
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
ブ

（747）
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レ
ー
キ
が
か
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
ソ
連
指
導
部
が
『
他
の
問
題
』
に
か
ま
け
て
忙
し
か
っ
た
こ
と
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
双
方
の
間
に
深

い
不
信
感
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
本
側
が
問
題
解
決
を
急
い
で
い
な
か
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
日
本
側
で
は
、

遅
か
れ
早
か
れ
、
ソ
連
の
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
日
本
に
到
達
し
、
ソ
連
は
、
日
本
か
ら
の
支
援
な
し
に
経
済
改
革
を
実
現
で
き
な
い
と
思
わ

れ
て
い
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
阿
）。

　

こ
れ
ら
の
分
析
の
基
本
ラ
イ
ン
は
、
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
ソ
連
側
で
は
、
対
日
関
係
の
優
先
順
位
が
低
く
、
難
し
い
問
題
を
解
決
す
る

つ
も
り
が
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
日
本
側
で
は
、
問
題
解
決
の
た
め
に
、
魅
力
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
出
す
用
意
が
な
か
っ
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
事
件
に
よ
っ
て
、
両
国
関
係
は
、
悪
循
環
に
陥
っ
た
。『
北
方
領
土
』
の
出
版
の
後
、
佐
藤
優
氏
は

著
者
に
対
し
、
確
か
な
ロ
シ
ア
筋
か
ら
、
一
九
八
六
年
秋
以
降
、
ソ
連
秘
密
警
察
（
Ｋ
Ｇ
Ｂ
）
が
日
ソ
関
係
を
そ
れ
以
上
発
展
さ
せ
な
い
た

め
に
、
組
織
的
に
活
動
し
始
め
た
こ
と
を
聞
い
た
と
述
べ
た
。
日
本
外
交
官
の
追
放
や
、
日
本
大
使
館
か
ら
の
ロ
シ
ア
人
職
員
の
引
き
上
げ

は
、
Ｋ
Ｇ
Ｂ
の
決
定
な
し
に
は
実
現
し
な
い
。
新
た
な
資
料
が
発
掘
さ
れ
な
け
れ
ば
、
な
ぜ
日
ソ
関
係
に
二
年
間
の
断
絶
が
発
生
し
た
か
を

完
全
に
説
明
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
述
の
諸
要
因
に
加
え
て
、
こ
の
よ
う
な
断
絶
の
発
生
を
く
い
と
め
、
更

に
、
断
絶
が
発
生
し
て
も
そ
の
衝
撃
を
最
小
に
す
る
よ
う
な
効
果
的
な
バ
ッ
フ
ァ
ー
、
す
な
わ
ち
、
両
政
府
の
担
当
者
の
あ
い
だ
の
個
人
的

な
接
触
と
信
頼
が
な
か
っ
た
こ
と
を
、
付
け
加
え
る
必
用
が
あ
る
。

第
二
回
の
失
わ
れ
た
機
会
の
窓　

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
が
、
一
九
八
七
年
十
二
月
中
距
離
核
兵
器
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
の
廃
棄
を
決
定
し
、
八
八
年
四
月
ア
フ
ガ
ン
ニ
ス
タ
ン
か

ら
の
兵
力
の
撤
退
を
決
め
て
か
ら
、
日
本
外
務
省
指
導
部
は
、
ソ
連
と
の
関
係
改
善
の
た
め
に
、
な
ん
ら
か
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
ら
ね

ば
な
ら
な
い
と
考
え
始
め
た
。
一
九
八
八
年
七
月
の
中
曽
根
前
総
理
の
モ
ス
ク
ワ
訪
問
は
、
そ
の
た
め
の
転
換
点
と
な
っ
た
。
中
曽
根
前
総
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理
は
、
ほ
ぼ
三
時
間
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
実
質
的
な
話
し
合
い
を
行
い
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
の
概
念
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新
思
考
外
交
、
冷

戦
後
の
国
際
関
係
、
領
土
問
題
に
関
す
る
歴
史
的
な
回
顧
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
日
本
に
対
し
て
、
漸
く
関
心
を
集

中
し
始
め
た
と
い
う
印
象
を
与
え
た
。
領
土
問
題
に
関
す
る
見
解
は
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
検
討
す
る
用
意
を
示
し
た
。
ソ
連
邦
課
長

に
な
っ
た
ば
か
り
の
著
者
は
、
中
曽
根
前
総
理
に
同
行
し
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
前
総
理
の
や
り
と
り
に
、
深
い
感
銘
を
う
け
た
（
哀
）。

　

し
か
し
な
が
ら
、
中
曽
根
前
総
理
と
の
会
談
が
あ
っ
て
か
ら
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
が
実
現
す
る
ま
で
三
年
近
く
か
か
っ
た
。
著
者
も
ま

た
そ
の
他
の
研
究
者
も
、
何
故
そ
れ
ほ
ど
長
く
か
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
真
剣
な
質
問
を
提
起
し
て
い
る
。
シ
ェ
ヴ
ァ
ル
ナ
ゼ
外
務
大
臣
の
二

回
目
の
訪
日
は
、
八
八
年
十
二
月
に
行
わ
れ
、
領
土
問
題
を
徹
底
的
に
議
論
す
る
た
め
の
平
和
条
約
作
業
グ
ル
ー
プ
の
設
置
を
含
め
、
た
く

さ
ん
の
成
果
が
あ
っ
た
。
二
国
間
問
題
、
及
び
、
地
域
問
題
に
つ
い
て
の
実
質
的
な
話
合
い
も
行
わ
れ
、
シ
ェ
ヴ
ァ
ル
ナ
ゼ
は
、
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
の
早
期
訪
日
を
提
案
し
、
そ
の
際
に
締
結
す
べ
き
六
つ
の
条
約
を
提
案
し
、
日
本
側
か
ら
の
反
対
提
案
を
待
つ
と
も
述
べ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
成
果
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
八
九
年
一
月
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
、
化
学
兵
器
全
廃
条
約
会
議
の
際
に
行
わ
れ
た
二
国
間
会
談

で
、
宇
野
宗
佑
外
務
大
臣
は
、「
領
土
問
題
の
進
捗
な
し
に
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
は
成
功
し
な
い
」
と
い
う
、
ソ
連
側
に
と
っ
て
は
、

強
硬
に
聞
こ
え
る
発
言
を
し
た
。
シ
ェ
ヴ
ァ
ル
ナ
ゼ
は
、
怒
り
を
顕
わ
に
し
て
「
す
べ
て
の
問
題
を
一
つ
の
問
題
に
収
斂
す
る
の
は
、
良
い

考
え
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。
こ
こ
か
ら
、
ソ
連
側
は
、
日
本
側
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
前
提
条
件
を
つ
け
る
も
の
だ
と
す
る
、
全
面
的
な
日
本

批
判
を
始
め
た
。
日
ソ
間
の
こ
の
新
た
な
分
裂
は
、
五
月
に
宇
野
外
務
大
臣
が
訪
ソ
し
、「
拡
大
均
衡
」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
案
す
る

ま
で
続
い
た
。
日
本
側
は
、
こ
の
新
し
い
概
念
に
よ
り
、
両
国
関
係
の
停
滞
を
望
ん
で
お
ら
ず
、
関
係
全
般
の
発
展
を
望
ん
で
い
る
旨
を
ソ

連
側
に
伝
え
た
の
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
一
九
九
三
年
に
出
版
し
た
日
ソ
関
係
に
関
す
る
最
初
の
本
で
、
パ
リ
で
の
宇
野
大
臣
の
発
言
が
シ
ェ
ヴ
ァ
ル
ナ
ゼ
を
怒
ら
せ
、

五
月
に
交
渉
が
正
常
化
す
る
ま
で
半
年
近
く
た
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
な
ぜ
こ
の
発
言
を
し
た
か
に
つ
い
て
、
最
初
の
本
で
著
者
は
、「
日
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本
側
は
、
領
土
問
題
を
除
外
し
た
形
で
両
国
関
係
が
発
展
し
う
る
と
ソ
連
側
が
誤
解
し
た
こ
と
を
恐
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
（
愛
）。『
北
方
領

土
』
で
著
者
は
、
微
妙
な
が
ら
重
要
な
点
を
付
け
加
え
た
。「
こ
の
シ
ュ
ワ
ル
ナ
ッ
ゼ
の
訪
日
に
つ
い
て
、
日
本
側
に
拭
い
が
た
い
あ
る
種

の
不
安
感
が
生
じ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
訪
問
の
最
中
に
日
本
側
が
取
っ
た
対
応
の
中
に
、
ソ
連
側
に
対
し
て
『
領
土
問
題
の
先
送
り
』

ま
た
は
『
領
土
以
外
の
事
柄
の
食
い
逃
げ
』
を
容
認
す
る
〝
意
図
せ
ざ
る
青
信
号
〞
と
な
っ
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念

だ
っ
た
（
挨
）。」
著
者
は
公
務
員
と
し
て
の
守
秘
義
務
を
負
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
「
意
図
せ
ざ
る
青
信
号
」
が
何
で
あ
っ
た
か
、
述
べ
て

い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
著
者
は
、
意
図
せ
ざ
る
な
に
か
が
起
き
、
そ
れ
が
日
本
側
の
懸
念
を
引
き
起
こ
し
、
こ
の
偶
発
的
な
事
情
が
、

日
本
側
の
意
思
決
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

著
者
の
最
初
の
本
を
基
礎
に
、
長
谷
川
毅
氏
は
、「
こ
の
後
退
は
高
く
つ
い
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
ソ
連
に
お
け
る
改
革

派
の
立
場
を
弱
め
、
日
本
と
の
関
係
改
善
の
具
体
的
な
決
定
を
行
う
こ
と
を
遅
ら
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
拡
大
均
衡
政
策
に
ブ
レ
ー
キ
が
か

か
っ
た
こ
と
が
失
敗
で
あ
っ
た
。
日
ソ
関
係
の
大
幅
な
進
展
は
、
八
九
年
の
夏
ま
で
に
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
強
調
し

て
い
る
（
姶
）。
パ
ノ
フ
氏
も
、
一
九
九
二
年
に
彼
が
出
版
し
た
最
初
の
本
で
「
こ
の
発
言
は
、
日
本
側
か
ら
の
訪
問
を
実
現
す
る
た
め
の
前
提
条

件
の
提
示
と
み
な
さ
れ
た
の
で
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ソ
連
側
に
も
訪
問
時
期
の
決
定
を
早
め
よ
う
と
す
る
熱
意
は
生
ま
れ
な
か
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
（
逢
）。

　

宇
野
発
言
の
真
の
原
因
が
何
で
あ
れ
、
著
者
は
、
長
谷
川
氏
と
パ
ノ
フ
氏
の
批
判
を
共
有
し
、『
北
方
領
土
』
で
、
こ
の
発
言
を
す
る
よ

う
に
決
定
し
た
こ
と
の
意
味
を
、
真
剣
に
検
討
し
て
い
る
。

　
「
一
つ
の
出
来
事
に
起
因
す
る
交
渉
の
遅
れ
が
、
交
渉
の
周
辺
を
と
り
ま
く
大
き
な
流
れ
か
ら
そ
の
交
渉
を
は
じ
き
出
し
、
有
り
得
べ
き

成
果
を
奪
う
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
八
九
年
一
月
の
パ
リ
会
議
の
際
の
外
相
会
談
に
お
け
る
日
本
側
の
対
応
が
ゴ

ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
の
時
期
を
遅
ら
せ
る
要
因
と
な
り
、
そ
の
遅
れ
が
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
の
成
果
を
薄
い
も
の
に
し
、
二
回
目
の
『
機
会
の
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窓
』
を
閉
ざ
し
た
と
す
れ
ば
、
日
本
側
と
し
て
は
、
大
変
悔
や
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
私
は
、
八
九
年
一
月
の
判
断
が
本
当
に
正
当
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
繰
り
返
し
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
何
故
私
た
ち
は

あ
の
よ
う
な
判
断
を
し
た
の
だ
ろ
う
。
私
た
ち
は
、
意
図
せ
ざ
る
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
を
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
交
渉
を
遅
ら
せ
る
よ

う
な
結
果
に
な
ら
な
い
別
の
対
処
の
し
か
た
は
無
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ど
う
し
た
ら
、
再
び
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
を
防
げ
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

そ
う
考
え
て
い
く
う
ち
に
、
私
は
、
当
時
の
日
ソ
の
当
局
が
余
り
に
も
遠
い
と
こ
ろ
に
お
り
、
両
国
間
の
信
頼
の
基
礎
が
余
り
に
も
薄

か
っ
た
こ
と
が
こ
の
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
の
原
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ソ
連
は
『
日
本
は
領
土
の
取
り

返
し
の
み
に
関
心
が
あ
り
、
日
ソ
関
係
の
大
き
な
発
展
に
は
関
心
が
無
い
』
と
考
え
、
日
本
は
『
ソ
連
は
領
土
に
つ
い
て
の
一
切
の
譲
歩
無

し
に
そ
の
他
の
関
係
の
進
展
の
み
に
関
心
が
あ
る
』
と
考
え
る
。
そ
の
よ
う
な
根
の
深
い
不
信
感
が
双
方
の
間
に
あ
っ
た
。

　

こ
の
不
信
感
を
除
去
し
、
日
ソ
双
方
が
一
致
し
得
る
よ
う
な
関
係
改
善
の
道
筋
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
日
本
は
そ
の
道
筋
を
具
体
的

に
ソ
連
側
に
提
案
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
ソ
連
側
と
議
論
し
、
作
業
し
て
い
く
な
か
か
ら
、
政
策
当
事
者
間
の
本
当
の
信

頼
関
係
が
形
成
さ
れ
る
。
日
ソ
間
の
信
頼
で
き
る
チ
ャ
ネ
ル
を
強
化
し
、
赤
信
号
が
点
滅
し
そ
う
な
時
に
は
、
一
緒
に
そ
の
危
険
を
乗
り
越

え
る
仲
間
が
で
き
て
く
る
。
そ
う
い
う
努
力
に
よ
っ
て
の
み
、
今
後
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
歴
史
の
流
れ
か
ら
の
立
ち
後
れ
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
（
葵
）」。

　
「
拡
大
均
衡
」
の
原
則
は
、
以
上
の
考
え
方
を
反
映
し
た
明
確
な
政
策
方
向
で
あ
り
、
著
者
に
と
っ
て
日
ソ
・
日
ロ
関
係
を
考
え
る
指
導

的
な
考
え
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
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ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
一
九
九
一
年
四
月
の
訪
日
と
そ
の
後

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
一
九
九
一
年
四
月
に
日
本
を
訪
問
、
領
土
問
題
に
つ
い
て
は
、
決
定
的
な
一
歩
は
踏
み
出
せ
な
か
っ
た
。
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
の
国
内
的
な
立
場
は
、
経
済
改
革
、
民
族
独
立
、
左
右
か
ら
の
批
判
な
ど
に
よ
っ
て
、
弱
体
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
を
迎
え
る
日
本
側
と
し
て
は
、
領
土
問
題
に
関
し
て
は
、
二
つ
の
交
渉
目
的
を
も
っ
た
。
第
一
に
、
文
書
に
よ
っ
て
、
交

渉
目
的
が
四
島
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
こ
と
、
第
二
に
、
二
島
引
渡
し
を
規
定
し
た
五
六
年
共
同
宣
言
の
有
効
性
を
確
認
す
る
こ
と
、

以
上
の
二
点
で
あ
る
。
他
方
、
ロ
シ
ア
外
務
省
も
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
、
二
つ
の
選
択
肢
を
提
示
し
た
。
四
島
問
題
の
存
在
を
認
め
る
案

と
、
一
九
五
六
年
共
同
宣
言
の
有
効
性
を
認
め
る
案
の
二
案
で
あ
る
。

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
、
第
一
案
を
採
択
し
た
。
日
本
側
は
、
交
渉
の
第
一
目
標
を
成
就
し
た
が
、
第
二
目
標
で
失
敗
し
た
。
日
ソ
の
交
渉
準

備
が
あ
た
か
も
鏡
に
映
っ
た
相
似
形
の
よ
う
な
形
で
進
ん
だ
こ
の
交
渉
過
程
に
つ
い
て
、
パ
ノ
フ
氏
と
著
者
の
一
冊
目
の
本
が
、
各
々
詳
し

い
記
録
を
残
し
て
い
る
（
茜
）。

　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
訪
日
は
、
そ
の
時
期
が
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
日
ソ
関
係
の
急
進
的
な
改
善
を
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
訪
問
に
よ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
問
題
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
な
進
捗
が
み
ら
れ

た
。●　

七
回
の
平
和
条
約
作
業
グ
ル
ー
プ
の
議
論
を
通
じ
、
領
土
問
題
に
関
す
る
歴
史
的
及
び
法
的
側
面
に
つ
い
て
、
徹
底
し
た
議
論
が
行

わ
れ
た
。
法
的
側
面
、
特
に
、
ヤ
ル
タ
協
定
及
び
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
一
致
は
ま
っ
た
く
な
か
っ

た
が
、
歴
史
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
十
七
世
紀
以
降
双
方
が
こ
れ
ら
諸
島
に
ど
う
い
う
ふ
う
に
接
近
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、
一

定
の
見
解
の
一
致
が
あ
っ
た
（
穐
）。

●　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
の
結
果
と
し
て
、
日
本
側
が
い
わ
ゆ
る
「
ビ
ザ
な
し
渡
航
」
に
よ
っ
て
四
島
に
訪
問
す
る
合
意
が
達
成
さ
れ
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た
。

●　

日
本
人
抑
留
者
に
関
す
る
た
く
さ
ん
の
資
料
が
、
日
本
側
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
日
本
側
が
評
価
し
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ

フ
は
、
抑
留
者
に
対
す
る
「
同
情
」
を
表
明
し
た
。

●　
「
拡
大
均
衡
」
概
念
は
、
共
同
声
明
の
な
か
で
表
明
さ
れ
、
更
に
、
一
緒
に
採
択
さ
れ
た
十
五
の
文
書
の
形
を
と
っ
て
、
具
体
化
さ

れ
た
。

●　

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
の
準
備
期
間
中
、
日
ソ
間
で
多
く
の
政
治
家
間
の
交
流
が
進
め
ら
れ
た
。
外
交
官
ど
う
し
の
接
触
も
よ
り
大
き

な
果
実
を
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
シ
ア
外
務
省
ア
ジ
ア
太
平
洋
局
長
に
就
任
し
た
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
パ
ノ
フ
と
著
者
と
の

関
係
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
（
悪
）。

　

以
上
の
ご
と
く
、
こ
の
訪
問
は
、
両
国
関
係
を
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
移
行
さ
せ
る
基
礎
と
な
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
は
そ
の
メ
モ
ワ
ー
ル

で
、
こ
の
訪
問
を
総
括
し
、「
氷
が
動
い
た
」
と
述
べ
た
（
握
）。

註（
７
）　

Joachim
 G

laubitz, B
etw

een Tokyo and M
oscow

: T
he H

istory of an U
neasy R

elationship, 1972 to the 1990’s,

（L
ondon, H

urst &
 

C
om

pany, 1995

）, p. 78

（
８
）　

長
谷
川
毅
『
北
方
領
土
問
題
と
日
ロ
関
係
』（
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）
一
〇
六
―
一
三
ペ
ー
ジ
。
東
郷
『
北
方
領
土
』
一
一
四
―
一
六
ペ
ー

ジ

（
９
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
一
一
五
ペ
ー
ジ

（
10
）　

H
iroshi K

im
ura, D

istant N
eighbors, Volum

e 2: Japanese-R
ussian R

elations under G
orbachev and Yeltsin,

（N
ew

 York, M
.E

, Sharpe, 

2000

）, pp. 25-26

（
11
）　

長
谷
川
『
北
方
領
土
』
一
〇
六
―
〇
七
ペ
ー
ジ
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（
12
）　

ア
ナ
ト
ー
リ
・
チ
ェ
ル
ニ
ャ
ー
エ
フ
『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
運
命
を
と
も
に
し
た
二
〇
〇
〇
日
』（
潮
出
版
、
一
九
九
四
年
）、
四
一
六
―
一
七

ペ
ー
ジ

（
13
）　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
パ
ノ
フ 『
戦
後
日
ソ
・
日
ロ
関
係
１
９
４
５
―
９
５
及
び
日
本
の
外
交
官
』﹇
露
文
﹈（
Ｍ
Ｇ
Ｉ
Ｍ
Ｏ
、
一
九
九
四
年
）、
五

四
―
五
五
ペ
ー
ジ
。

（
14
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
一
一
六
―
一
九
ペ
ー
ジ

（
15
）　

東
郷
和
彦
『
日
ロ
新
時
代
へ
の
助
走
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
、
一
九
九
三
年
）
一
三
―
一
五
、
二
二
―
二
五
ペ
ー
ジ
。

（
16
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
一
二
四
ペ
ー
ジ

（
17
）　

長
谷
川
『
北
方
領
土
』
一
四
〇
、
一
五
一
ペ
ー
ジ

（
18
）　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
パ
ノ
フ
『
不
信
か
ら
信
頼
へ
』（
サ
イ
マ
ル
出
版
、
一
九
九
二
年
）
三
四
ペ
ー
ジ

（
19
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
一
三
〇
―
三
一
ペ
ー
ジ

（
20
）　

東
郷
『
日
ロ
新
時
代
』
一
五
七
―
六
八
ペ
ー
ジ
。
パ
ノ
フ
『
不
信
か
ら
信
頼
へ
』
八
二
―
八
五
ペ
ー
ジ

（
21
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
一
三
二
―
三
三
ペ
ー
ジ

（
22
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
一
三
七
―
三
八
ペ
ー
ジ

（
23
）　

ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
回
想
録
（
下
）』（
新
潮
社
、
一
九
九
六
年
）
三
二
九
ペ
ー
ジ

エ
リ
ツ
ィ
ン
の
時
代

　

エ
リ
ツ
ィ
ン
時
代
は
、
一
九
九
一
年
八
月
の
ク
ー
デ
タ
の
失
敗
か
ら
始
ま
っ
た
。
第
一
期
政
権
は
、
ソ
連
邦
の
崩
壊
と
ロ
シ
ア
連
邦
の
成

立
、
民
主
化
・
市
場
化
に
向
け
た
改
革
、
九
二
年
の
破
滅
的
な
イ
ン
フ
レ
と
経
済
混
乱
、
九
三
年
九
月
か
ら
十
月
の
議
会
砲
撃
に
い
た
る
政

治
的
騒
乱
、
政
商
（
オ
リ
ガ
ー
ク
）
の
権
力
掌
握
と
安
定
化
の
開
始
、
な
ど
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。

　

エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
九
六
年
七
月
、
再
び
大
統
領
に
選
出
さ
れ
た
。
健
康
状
態
の
悪
化
に
よ
り
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
そ
の
第
二
期
政
権
で
全
面
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的
に
政
治
を
指
導
し
た
の
は
、
一
九
九
七
年
春
か
ら
、
九
八
年
夏
ま
で
の
一
年
余
り
で
あ
っ
た
。
九
八
年
の
ロ
シ
ア
金
融
危
機
の
克
服
は
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
に
と
っ
て
非
常
な
困
難
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
九
九
年
十
二
月
三
十
一
日
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
、
自
発
的
に
、
か
つ
、
ス

ム
ー
ス
に
、
政
権
を
ヴ
ラ
デ
ィ
ミ
ー
ル
・
プ
ー
チ
ン
に
譲
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
回
の
失
わ
れ
た
機
会
の
窓　

　

国
際
関
係
を
勉
強
し
て
い
る
も
の
に
と
っ
て
、
冷
戦
の
終
結
は
、
ソ
連
邦
の
崩
壊
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。
九
一
年
八
月
十
九
日
、
ゴ
ル
バ

チ
ョ
フ
に
対
抗
す
る
保
守
派
ク
ー
デ
タ
が
始
ま
っ
た
が
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
以
下
ロ
シ
ア
連
邦
の
改
革
派
の
抵
抗
に
あ
い
、
三
日
で
崩
壊
し
た
。

ソ
連
邦
の
崩
壊
は
、
こ
の
こ
と
に
端
を
発
す
る
。

　

こ
の
劇
的
な
変
化
は
、
日
ロ
関
係
に
も
及
ん
だ
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
、
コ
ズ
イ
レ
フ
、
ク
ナ
ッ
ゼ
か
ら
な
る
ロ
シ
ア
指
導
部
は
、
日
ロ
関
係
を

抜
本
的
に
改
善
し
よ
う
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
東
京
に
送
っ
て
き
た
。
こ
の
歴
史
的
な
機
会
に
応
え
る
た
め
に
、
外
務
省
の
チ
ー
ム
は
、
積

極
的
に
仕
事
を
し
、
十
月
ま
で
に
、
ロ
シ
ア
側
と
真
剣
に
交
渉
し
、
全
く
新
し
い
関
係
を
作
り
上
げ
た
い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
返
し
た
。

そ
れ
に
は
、
三
つ
の
柱
が
あ
っ
た
。
中
山
太
郎
外
務
大
臣
が
九
月
末
に
国
連
で
発
表
し
た
、
日
ロ
関
係
を
司
る
新
五
原
則
（
渥
）。
十
月
始
め
に
プ

レ
ッ
ジ
し
た
、
二
五
億
ド
ル
の
対
ソ
連
・
ロ
シ
ア
経
済
支
援
。
領
土
問
題
に
関
し
て
、
十
月
半
ば
の
中
山
訪
ソ
で
述
べ
た
「
四
島
へ
の
日
本

の
主
権
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
実
際
の
返
還
の
時
期
、
態
様
及
び
条
件
に
つ
い
て
は
、
柔
軟
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
」
と
い
う
譲
歩
案
。
―
以

上
の
、
三
つ
で
あ
る
。

　

一
九
九
一
年
十
二
月
の
ソ
連
邦
崩
壊
の
後
、
著
者
は
、
在
ワ
シ
ン
ト
ン
大
使
館
に
転
勤
し
た
。
し
か
し
、『
北
方
領
土
』
で
著
者
は
、
一

九
九
一
年
末
か
ら
約
半
年
の
間
、
日
本
と
ロ
シ
ア
は
、
極
め
て
重
要
な
交
渉
の
時
期
に
入
っ
た
と
論
じ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
日
ロ
の
公

式
の
歴
史
で
は
完
全
に
秘
匿
さ
れ
、
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
著
者
は
、
慎
重
に
言
葉
を
選
ん
で
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
際
上
、
著
者
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は
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
、
あ
る
譲
歩
案
が
提
示
さ
れ
、
日
本
側
は
こ
れ
を
交
渉
の
基
盤
と
し
て
採
用
せ
ず
、
交
渉
は
崩
壊
し
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
の

九
二
年
九
月
の
訪
日
は
、
そ
の
四
日
前
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
こ
の
時
の
交
渉
の
推
移
は
、
今
後
の
日
ロ
平
和
条
約
交
渉
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
う
る
問
題
で
あ
る
。
従
っ
て
、
多
く
の
情
報
は
依

然
と
し
て
発
表
で
き
る
段
階
に
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
起
き
た
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
の
現
場
感
覚
を
持
た
な
け
れ
ば
、
九
〇
年

代
の
日
ロ
交
渉
の
本
質
は
ま
っ
た
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
以
下
の
記
述
は
、
私
個
人
の
責
任
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の
「
論
考
」
と

し
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

九
二
年
春
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
極
め
て
大
胆
か
つ
真
剣
な
提
案
が
あ
っ
た
と
考
え
て
少
し
の
不
思
議
も
な
か
っ
た
。
日
本
側
か
ら
は
す
で

に
、
九
一
年
十
月
の
中
山
五
原
則
、
二
十
五
億
ド
ル
の
対
ソ
・
対
ロ
支
援
、
返
還
の
時
期
と
態
様
に
関
し
て
柔
軟
性
を
示
す

│
と
い
う
三

点
か
ら
な
る
包
括
的
な
提
案
が
な
さ
れ
て
い
た
。
日
本
側
の
こ
の
動
き
に
対
し
て
、
今
度
は
ロ
シ
ア
が
動
く
番
だ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
、
ロ
シ
ア
側
が
、
直
に
四
島
の
全
面
返
還
な
い
し
は
主
権
の
確
認
に
は
い
た
ら
な
い
と
し
て
も
、
本
当
に
真
剣
に
問
題
の
解
決

を
考
え
て
い
た
と
す
る
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
有
り
得
た
だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
五
六
年
の
共
同
宣
言
の
確
認
と
そ
れ
に
基
づ
い
て
歯
舞
・
色
丹
の
引
き
渡
し
を
明
示
的
に
認
め
る
こ
と
が
最
初
の
一
歩
だ
っ
た
は

ず
だ
。
パ
ノ
フ
大
使
の
回
顧
録
の
中
に
、
九
二
年
三
月
に
行
わ
れ
た
コ
ズ
イ
レ
フ
外
相
の
訪
日
で
渡
辺
外
務
大
臣
に
対
し
「
ロ
シ
ア
側
は
一

九
五
六
年
日
ソ
共
同
宣
言
の
第
九
項
に
基
づ
い
て
平
和
条
約
交
渉
を
行
う
用
意
が
あ
る
と
意
思
表
示
し
た
よ
う
だ
（
旭
）」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
問
題
解
決
の
道
筋
は
見
え
て
来
な
い
。
日
本
の
主
張
は
、
国
後
・
択
捉
の
返
還
を
併
せ
て
四
島
の
返
還
を
実
現

す
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
が
、
ロ
シ
ア
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
一
挙
に
そ
こ
ま
で
の
譲
歩
は
で
き
な
い
。
な
ら
ば
、
そ
の
間
隙
を
ど
う
埋
め
る

の
か
。
そ
の
時
ロ
シ
ア
が
手
掛
か
り
と
す
る
の
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
大
統
領
来
日
の
時
に
同
意
し
、
日
ロ
共
通
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
『
四

島
の
帰
属
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
結
ぶ
』
と
い
う
立
場
で
は
な
か
っ
た
か
。
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こ
う
い
う
条
件
下
で
、
な
お
か
つ
状
況
を
打
開
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
日
本
の
主
張
す
る
『
平
和
条
約
は
四
島
の
帰
属
を
解
決
し
て
か
ら
』

と
い
う
こ
と
を
尊
重
し
つ
つ
、『
五
六
年
宣
言
の
確
認
』
を
出
発
点
と
し
て
、
な
ん
ら
か
の
妥
協
を
図
る
道
を
模
索
す
る
し
か
な
い
。
つ
ま

り
、
ロ
シ
ア
も
歩
み
寄
り
を
み
せ
る
が
、
同
時
に
日
本
に
も
歩
み
寄
り
を
求
め
、
結
果
と
し
て
双
方
に
と
っ
て
打
開
策
と
な
る
よ
う
な
案
を

さ
ぐ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

こ
の
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
提
案
に
つ
い
て
、
当
時
ワ
シ
ン
ト
ン
に
い
た
私
は
何
も
知
ら
な
か
っ
た
。
九
二
年
春
の
交
渉
か
ら
だ
い
ぶ
時
間
が

た
っ
て
か
ら
、
私
は
こ
の
時
期
、
こ
の
二
つ
の
方
向
性
の
組
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、
時
代
の
要
請
に
ふ
さ
わ
し
い
思
い
切
っ
た
案
を
ロ
シ
ア

側
が
提
示
し
た
と
確
信
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
の
思
い
切
っ
た
提
案
が
実
を
結
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
最
も
大
き
な
原
因
は
、
日
本
側
が
交
渉
の
基

礎
と
し
て
そ
の
案
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
領
土
問
題
の
歴
史
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
『
四
島
一
括
』
と
い
う

方
針
を
弱
め
る
こ
と
に
、
い
か
ん
と
も
し
が
た
い
拒
否
反
応
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
あ
れ
だ
け
の
世
界
史
的
な

変
動
の
中
で
開
か
れ
た
機
会
の
窓
が
い
か
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
交
渉
当
事
者
に
歴
史
認
識
の
欠
如
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
、
相
手
が
究
極
の
譲
歩
を
し
て
来
た
と
き
に
、『
取
り
す
ぎ
』
の
誘
惑
に
勝
て
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら

に
言
え
ば
、
交
渉
相
手
と
の
信
頼
関
係
が
未
成
熟
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

も
う
一
つ
副
次
的
な
原
因
と
し
て
、
九
二
年
の
冒
頭
か
ら
始
ま
っ
た
ロ
シ
ア
に
お
け
る
急
進
的
経
済
改
革
の
結
果
、
一
斉
に
顕
在
化
し
た

経
済
・
政
治
の
大
混
乱
と
、
台
頭
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
自
身
が
こ
の
よ
う
な
譲
歩
案
を
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
日
本
側
と
し
て
、
交
渉
の
機
運
を
失
わ
ず
に
先
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
方
策
が
あ
っ
た

は
ず
だ
。
も
し
、
日
本
側
が
こ
う
し
た
方
針
で
交
渉
に
臨
ん
で
い
れ
ば
、
仮
に
ロ
シ
ア
側
の
事
情
で
そ
の
案
が
途
中
で
崩
れ
た
と
し
て
も
、

交
渉
当
事
者
間
で
行
っ
た
共
同
作
業
は
、
い
ず
れ
か
の
時
点
で
交
渉
再
開
の
基
礎
と
な
っ
て
役
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
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が
、
日
本
側
は
そ
う
し
な
か
っ
た
。
ソ
連
邦
崩
壊
と
い
う
二
十
世
紀
の
最
大
の
事
件
に
端
を
発
す
る
三
番
目
の
『
機
会
の
窓
』
は
、
こ
う
し

て
静
か
に
閉
ま
っ
た
の
だ
っ
た
（
葦
）。」

　

朝
日
新
聞
の
佐
藤
和
男
氏
及
び
駒
木
明
義
氏
は
、
著
者
の
「
論
考
」
と
か
な
り
似
通
っ
た
報
道
を
し
て
い
る
。
両
氏
は
、
九
二
年
の
コ
ズ

イ
レ
フ
外
相
の
渡
辺
外
務
大
臣
へ
の
秘
密
提
案
は
、「
ロ
日
平
和
条
約
を
締
結
す
る
。
ロ
シ
ア
は
五
六
年
宣
言
を
遵
守
し
、
歯
舞
・
色
丹
の

両
島
を
日
本
に
引
き
渡
す
」
及
び
「
国
後
・
択
捉
に
つ
い
て
は
、
そ
の
将
来
の
帰
属
に
つ
い
て
、
両
国
で
協
議
を
続
け
て
い
く
」
と
い
う
二

つ
の
柱
か
ら
な
っ
て
い
た
、
し
か
し
、
渡
辺
外
務
大
臣
は
、
こ
の
ま
ま
の
提
案
で
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
、
将
来
の
国
後
・
択
捉
の
返

還
に
つ
い
て
の
な
ん
ら
か
の
約
束
が
必
要
と
い
う
方
針
を
決
め
た
と
述
べ
て
い
る
（
芦
）。

　

ク
ナ
ッ
ゼ
氏
は
後
に
な
っ
て
、
日
本
の
硬
直
的
な
態
度
に
対
す
る
不
満
を
非
常
に
強
い
言
葉
で
表
明
し
た
。
一
九
九
二
年
春
の
日
本
の
対

応
に
関
し
、
ク
ナ
ッ
ゼ
氏
は
、「（
九
二
年
三
月
）
東
京
で
私
た
ち
は
、
非
常
に
控
え
め
で
、
事
実
上
、
冷
や
や
か
な
接
遇
を
受
け
た
。
日
本

側
の
相
手
方
は
、
四
島
全
体
の
引
渡
し
の
条
件
と
時
間
表
以
外
の
な
に
も
の
も
話
す
用
意
が
無
い
よ
う
だ
っ
た
。
日
本
側
は
、
彼
ら
の
考
え

は
、
国
際
法
に
完
全
に
合
致
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
が
、
私
た
ち
は
、
そ
れ
は
、
ま
っ
た
く
誤
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

驚
く
べ
き
こ
と
に
、
彼
ら
は
、『
潜
在
主
権
』
の
立
場
に
あ
く
ま
で
固
執
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
明
白
に
、
出
発
点
に
も
な
ら
な
い
考
え

で
あ
っ
た
（
鯵
）」
と
発
言
。
こ
れ
を
読
め
ば
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
が
東
京
訪
問
を
延
期
し
た
の
は
、
日
本
側
に
よ
る
硬
直
的
な
態
度
が
原
因
だ

と
主
張
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

　

パ
ノ
フ
氏
は
、
そ
の
回
顧
録
に
お
い
て
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
が
訪
日
を
中
止
し
た
一
番
の
理
由
は
、
日
本
側
が
、
日
露
協
力
の
た
め

に
、
い
か
な
る
魅
力
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
も
提
起
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
領
土
問
題
に
関
し
て
は
、
パ
ノ
フ

氏
は
、
日
本
側
が
、
潜
在
主
権
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
で
き
る
と
思
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
幻
想
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
側
も
、
日
本
側
を

ミ
ス
リ
ー
ド
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
責
任
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
梓
）。
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枝
村
純
郎
駐
ロ
大
使
は
、
訪
問
中
止
の
主
要
な
責
任
は
、
ロ
シ
ア
側
に
あ
る
と
し
て
い
る
。
枝
村
大
使
は
、
八
月
の
末
か
ら
九
月
の
初
め

に
か
け
て
行
わ
れ
た
渡
辺
外
務
大
臣
の
モ
ス
ク
ワ
訪
問
で
は
、
渡
辺
大
臣
と
コ
ズ
イ
レ
フ
外
務
大
臣
、
ブ
ル
ブ
リ
ス
国
務
長
官
と
の
会
談
は

順
調
に
進
捗
し
た
が
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
と
の
会
談
で
突
然
雰
囲
気
が
悪
化
し
た
と
し
、
東
京
の
準
備
状
況
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
と

い
う
情
報
操
作
が
大
統
領
に
提
起
さ
れ
、
こ
の
こ
と
が
、
訪
問
延
期
の
原
因
に
な
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

他
方
、
枝
村
大
使
は
、
九
二
年
春
か
ら
夏
に
か
け
て
お
き
た
こ
と
に
関
連
す
る
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。
枝
村
大
使

は
、
大
統
領
の
訪
日
延
期
の
あ
と
、
ロ
シ
ア
側
が
行
っ
た
情
報
操
作
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
訪
問
延
期
の
後
に

ロ
シ
ア
側
で
出
回
っ
た
「
怪
文
書
」
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
「
怪
文
書
」
に
は
、
渡
辺
大
臣
の
八
月
末
か
ら
九
月
初
め
ま
で
の
モ

ス
ク
ワ
訪
問
時
に
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
重
要
な
譲
歩
案
が
示
さ
れ
た
が
、
渡
辺
大
臣
は
こ
れ
を
拒
否
、
ロ
シ
ア
側
で
は
、
渡
辺
大
臣
は
賢
明
な

外
交
官
で
は
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
由
で
あ
る
（
圧
）。
も
し
も
こ
の
提
案
が
九
月
で
は
な
く
三
月
に
行
わ
れ
た
と
解
す
る

な
ら
ば
、
一
連
の
事
実
関
係
は
、
す
べ
て
、
連
結
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

長
谷
川
毅
氏
も
、「
信
頼
で
き
る
」
ロ
シ
ア
筋
か
ら
聞
い
た
情
報
と
し
て
、
交
渉
の
あ
る
時
点
で
、
ロ
シ
ア
側
か
ら
日
本
側
に
対
し
、
歯

舞
・
色
丹
の
返
還
と
国
後
・
択
捉
の
継
続
協
議
を
日
本
側
か
ら
ロ
シ
ア
側
に
提
案
し
て
み
た
ら
ど
う
か
と
示
唆
し
た
が
、
こ
の
提
案
は
、
残

念
な
が
ら
日
本
側
に
よ
っ
て
拒
否
さ
れ
た
と
い
う
話
を
書
い
て
い
る
（
斡
）。

　

一
九
九
二
年
一
月
か
ら
九
月
ま
で
の
こ
の
決
定
的
に
重
要
な
期
間
に
、
実
際
何
が
起
き
た
の
か
は
、
ま
だ
完
全
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
は

い
な
い
。
し
か
し
、
上
述
の
一
次
情
報
な
い
し
は
プ
レ
ス
の
取
材
情
報
は
、
著
者
が
述
べ
て
い
る
、
決
定
的
な
譲
歩
案
が
ロ
シ
ア
側
か
ら
提

示
さ
れ
、
日
本
側
が
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
情
報
と
一
致
し
て
い
る
。
著
者
は
、『
北
方
領
土
』
で
、
こ
の
歴
史
的
な
機
会
を

つ
か
み
損
ね
た
東
京
の
指
導
部
に
対
す
る
面
と
向
か
っ
た
批
判
を
慎
重
に
回
避
し
て
い
る
が
、
行
間
を
読
め
ば
、
著
者
の
怒
り
と
無
念
は
、

は
っ
き
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
。
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東
京
宣
言
及
び
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
第
一
期
政
権

　

エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
訪
日
延
期
に
よ
っ
て
生
じ
た
後
退
を
乗
り
越
え
る
に
は
、
一
年
以
上
の
歳
月
が
か
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
簡
単
な
経

過
で
は
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
改
革
を
支
援
す
る
決
意
を
固
め
て
お
り
、
九
三
年
四
月
、
世
論
の
硬
化
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
日
本
政
府
は
、
十
八
億
二
千
万
ド
ル
の
追
加
支
援
を
決
定
し
た
。
七
月
に
は
、
政
府
は
、
Ｇ
７
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
を
招
待

し
、
礼
節
を
も
っ
て
接
遇
し
た
。
九
月
末
か
ら
十
月
初
め
ま
で
、
ロ
シ
ア
国
内
政
情
は
危
機
を
迎
え
、
大
統
領
と
議
会
と
の
間
に
流
血
の
権

力
闘
争
が
生
じ
た
。

　

エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
日
本
訪
問
は
、
大
統
領
が
、
こ
の
流
血
を
伴
う
権
力
闘
争
に
勝
利
し
た
直
後
に
行
わ
れ
た
。
前
年
に
失
敗
し
た
轍

を
踏
ま
な
い
よ
う
に
、
訪
問
の
準
備
は
、
慎
重
に
進
め
ら
れ
た
。
十
月
十
三
日
に
採
択
さ
れ
た
東
京
宣
言
は
、
二
つ
の
柱
か
ら
成
っ
て
い

た
。
第
一
に
、
海
部
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
で
合
意
さ
れ
た
四
島
が
交
渉
の
対
象
で
あ
る
と
い
う
点
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
交
渉
の
指
針
と
し

て
、
歴
史
的
・
法
的
な
事
実
、
双
方
で
合
意
し
た
文
書
、
法
と
正
義
の
原
則
の
三
点
に
合
意
し
た
。
日
本
側
は
、
こ
の
新
原
則
を
歓
迎
し
た

が
、
こ
の
原
則
を
直
接
的
に
適
用
し
て
も
、
直
に
、
四
島
の
帰
属
が
日
本
の
も
の
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

第
二
の
柱
は
、
五
六
年
宣
言
に
関
連
す
る
も
の
だ
っ
た
。「
日
本
国
と
ソ
連
邦
と
の
間
の
す
べ
て
の
条
約
そ
の
他
の
国
際
約
束
は
日
本
国

と
ロ
シ
ア
連
邦
と
の
間
で
引
き
続
き
適
用
さ
れ
る
」
と
の
合
意
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
渉
の
場
で
、
細
川
総
理
が
エ

リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
に
対
し
、「
記
者
会
見
で
自
分
が
、
こ
の
合
意
の
中
に
五
六
年
宣
言
が
入
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
無
い
と
述
べ
た

場
合
に
は
、
そ
れ
に
矛
盾
す
る
よ
う
な
こ
と
は
言
わ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
詰
め
た
の
に
対
し
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
激
怒
し
、「
自
分
は

本
日
合
意
し
た
と
お
り
の
こ
と
を
言
う
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
、
記
者
会
見
で
大
統
領
は
、
五
六
年
宣
言
は
、
ロ
シ
ア
が
継
承

す
べ
き
国
際
約
束
に
入
る
と
述
べ
た
（
扱
）。
し
か
し
な
が
ら
、
採
択
さ
れ
た
東
京
宣
言
の
中
に
何
も
具
体
的
な
こ
と
が
書
か
れ
ず
、
大
統
領
が
細

川
総
理
と
の
公
式
会
談
で
な
ん
ら
肯
定
的
な
こ
と
を
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
定
の
不
明
確
さ
を
残
す
こ
と
と
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な
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
日
ロ
関
係
は
、
九
二
年
の
公
式
訪
日
の
準
備
を
し
て
い
た
こ
ろ
に
、
概
ね
、
回
帰
し
た
。
そ
の
後
発
生
し
た
小
休
止
の
間
、

エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
経
済
を
安
定
化
し
政
治
の
亀
裂
を
回
復
す
る
こ
と
に
全
力
を
注
い
だ
が
、
九
四
年
末
か
ら
の
チ
ェ
チ
ェ
ン
へ
の
介

入
で
、
ロ
シ
ア
国
内
の
政
治
的
な
亀
裂
は
一
層
深
ま
っ
た
。
ロ
シ
ア
指
導
部
に
と
っ
て
、
日
ロ
関
係
は
、
中
心
的
な
課
題
で
は
な
く
な
っ

た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
九
六
年
七
月
再
選
を
果
た
し
た
が
、
そ
の
後
、
心
臓
疾
患
に
よ
っ
て
、
し
ば
ら
く
の
間
、
政
治
の
中
枢
で
指

揮
を
と
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

第
四
回
の
失
わ
れ
た
機
会
の
窓

　

健
康
を
回
復
し
た
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
九
七
年
三
月
の
大
統
領
教
書
の
発
表
か
ら
ロ
シ
ア
政
治
の
中
枢
に
復
帰
し
た
。
国
内
で
は
、

改
革
政
策
が
活
性
化
し
、
対
外
的
に
も
、
大
統
領
は
、
重
要
な
決
定
を
次
々
と
採
択
し
て
い
っ
た
。
五
月
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
ロ
シ
ア
の
合

意
が
成
立
し
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ
コ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
参
加
へ
の
道
が
開
か
れ
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
関
係
が

安
定
化
さ
れ
、
チ
ェ
チ
ェ
ン
と
の
合
意
も
成
立
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
東
方
拡
大
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
簡
単
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
冷
戦
を
終
了
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
家
族
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
ロ
シ
ア
に

と
っ
て
の
ナ
イ
ー
ブ
な
期
待
は
、
満
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
使
命
は
、
引
き
続
き
ロ
シ
ア
に
対
峙
す
る
こ
と
に
あ
る
と
み
な
さ

れ
、
そ
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
外
縁
が
、
ロ
シ
ア
に
接
近
す
る
。
こ
れ
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
、
簡
単
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
の
関
心
を
、
東
に
向
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
東
に
は
ま
ず
中
国
が
あ
っ
た
が
、
中
ロ
関
係
は
、
す
で
に
、
正
常
化

し
て
い
た
。
九
二
年
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
の
日
本
訪
問
延
期
の
後
、
中
ロ
関
係
は
進
展
を
み
せ
、
選
挙
の
直
前
の
九
六
年
四
月
大
統
領
は
訪

中
、
戦
略
的
・
協
力
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
合
意
、
様
々
な
実
務
協
定
が
成
立
し
て
い
た
。
東
方
で
、
日
本
が
主
要
な
未
完
成
な
課
題
と
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し
て
残
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

著
者
は
、
こ
の
一
連
の
展
開
を
、
モ
ス
ク
ワ
大
使
館
か
ら
帰
任
し
、
欧
亜
局
審
議
官
と
し
て
勤
務
し
な
が
ら
、
観
察
し
て
い
た
。
外
務
省

の
同
僚
と
と
も
に
、
著
者
は
、
橋
本
龍
太
郎
総
理
に
、
こ
の
機
会
を
把
握
し
、
ロ
シ
ア
政
策
を
活
発
化
す
る
よ
う
に
、
強
く
進
言
し
た
。
橋

本
総
理
は
、
行
動
し
始
め
た
。
先
ず
、
総
理
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
と
と
も
に
、
ロ
シ
ア
を
Ｇ
８
の
メ
ン
バ
ー
と
す
る
こ
と
に
同
意
す
る

が
、
同
時
に
、「
橋
本
は
本
気
で
こ
の
機
会
に
話
を
し
た
い
」
旨
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
に
伝
え
る
よ
う
に
、
ク
リ
ン
ト
ン
に
要
請
し
た
。
次
に
、

九
七
年
六
月
の
デ
ン
バ
ー
Ｇ
８
会
合
の
際
開
か
れ
た
日
ロ
首
脳
会
談
で
、
総
理
は
、
個
人
的
な
信
頼
を
醸
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
サ

ミ
ッ
ト
を
極
東
で
開
催
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
更
に
、
七
月
二
十
四
日
、
総
理
は
、
経
済
同
友
会
で
歴
史
的
な
演
説
を
行
い
、
信
頼
・
相

互
利
益
・
歴
史
的
な
視
点
を
基
礎
と
す
る
新
し
い
関
係
を
ロ
シ
ア
と
の
間
で
う
ち
た
て
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
サ
ル

キ
ー
ソ
フ
氏
は
、
こ
れ
は
、「
意
義
深
い
進
展
」
で
あ
っ
た
と
評
価
し
た
（
宛
）。
和
田
春
樹
氏
は
、「
ロ
シ
ア
知
識
人
に
は
、
日
ロ
両
国
は
手
に
手

を
と
っ
て
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
域
で
提
携
し
よ
う
と
い
う
橋
本
演
説
は
実
に
う
れ
し
く
ひ
び
い
た
の
で
あ
る
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
（
姐
）。

　

エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
橋
本
総
理
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
応
え
、
十
一
月
二
日
と
三
日
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
に
総
理
を
招
待
、
そ
こ

で
、
二
〇
〇
〇
年
ま
で
に
平
和
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
は
、
東
京
の
指
導
部
に
衝
撃
を
与
え
た
。
そ
れ
か
ら
ほ
ぼ

半
年
の
間
、
橋
本
総
理
と
外
務
省
の
ロ
シ
ア
担
当
部
局
は
、
対
ロ
シ
ア
関
係
を
幅
広
い
分
野
で
広
げ
る
よ
う
に
、
で
き
る
だ
け
の
こ
と
を
し

た
。
ま
ず
、
九
七
年
十
一
月
、
橋
本
総
理
と
丹
波
外
務
審
議
官
は
、
九
八
年
か
ら
ロ
シ
ア
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
招
待
す
る
よ
う
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

を
と
っ
た
（
虻
）。
ま
た
、
橋
本
総
理
は
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
で
、「
橋
本
・
エ
リ
ツ
ィ
ン
・
プ
ラ
ン
」
と
い
う
経
済
協
力
の
枠
組
み
を
提
案
し

て
い
た
が
、
九
八
年
二
月
に
は
、
十
五
億
ド
ル
の
ノ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
金
融
借
款
を
供
与
す
る
決
定
を
し
た
。
更
に
、
九
八
年
四
月
十

八
―
十
九
日
川
奈
で
開
催
さ
れ
た
会
談
で
、
橋
本
総
理
は
、
領
土
問
題
に
関
す
る
極
め
て
重
要
な
譲
歩
提
案
を
行
っ
た
。

　

橋
本
総
理
の
川
奈
提
案
は
、
プ
レ
ス
に
対
す
る
リ
ー
ク
の
結
果
、
翌
日
の
日
本
の
プ
レ
ス
に
幅
広
く
報
道
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
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日
本
政
府
は
慎
重
な
姿
勢
を
堅
持
し
、
提
案
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
を
長
く
拒
否
し
た
。
提
案
を
と
り
ま
と
め
た
丹
波
外
務
審
議
官
は
、
メ

モ
ワ
ー
ル
の
中
で
、
提
案
に
つ
い
て
一
切
説
明
し
て
い
な
い
。
著
者
は
、『
北
方
領
土
』
の
中
で
、
情
報
の
大
海
の
中
か
ら
、
信
頼
性
の
あ

る
も
の
を
選
択
し
て
解
説
し
て
い
る
。

　

提
案
が
な
さ
れ
て
か
ら
二
年
半
後
、
外
務
省
は
、
プ
レ
ス
に
対
し
て
、「
四
島
の
日
本
へ
の
帰
属
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

の
基
本
的
立
場
に
立
っ
て
、
ウ
ル
ッ
プ
島
と
択
捉
島
の
間
に
日
ロ
間
の
国
境
を
画
定
す
る
こ
と
を
核
と
し
、
双
方
に
と
っ
て
ぎ
り
ぎ
り
受
け

入
れ
可
能
な
平
和
条
約
を
見
出
し
た
い
」
と
い
う
趣
旨
の
提
案
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。「
国
境
線
の
画
定
」
と
い
う
概
念
自
体
、

「
領
土
返
還
」
と
い
う
概
念
に
比
べ
、
一
定
の
譲
歩
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ル
ッ
プ
島
と
択
捉
島
と
の
間
に
国
境
線
を
引
く

と
言
う
こ
と
は
、
四
島
全
部
が
日
本
の
主
権
下
の
も
の
と
し
て
確
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
限
り
、
譲
歩
の
要
因
を
含
ま
な
い
。
そ
れ
で

は
、
こ
の
提
案
が
、
日
本
側
に
と
っ
て
も
「
ギ
リ
ギ
リ
受
け
入
れ
可
能
」
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
二
〇
〇
五
年
一
月
四

日
、
谷
内
外
務
次
官
は
、
川
奈
提
案
の
内
容
と
し
て
、「
当
面
は
ロ
シ
ア
の
施
政
を
認
め
る
」
旨
を
、
プ
レ
ス
に
明
ら
か
に
し
た
。
外
務
省

は
、
そ
の
後
こ
こ
に
い
う
「
当
面
」
の
意
味
に
つ
い
て
何
も
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
著
者
は
、「
ギ
リ
ギ
リ
受
け
入
れ
可
能
」
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
「
当
面
」
と
い
う
表
現
の
中
に
、
相
当
の
譲
歩
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
（
飴
）。

　

エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
川
奈
で
こ
の
提
案
に
つ
い
て
強
い
関
心
を
示
し
た
が
、
補
佐
官
た
ち
は
、
こ
の
提
案
に
直
に
乗
ら
な
い
よ
う
に

強
く
進
言
し
た
。
川
奈
会
談
の
後
、
ロ
シ
ア
は
金
融
危
機
に
み
ま
わ
れ
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
健
康
は
悪
化
し
、
橋
本
総
理
は
参
議
院
選
挙
に
お

け
る
大
敗
の
責
任
を
と
っ
て
、
七
月
に
辞
任
し
た
。
八
月
に
は
、
ロ
シ
ア
の
金
融
危
機
は
、
頂
点
に
達
し
た
。

　
「
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
会
談
か
ら
ち
ょ
う
ど
十
カ
月
、
こ
う
し
て
日
ロ
間
に
開
か
れ
て
い
た
機
会
の
窓
は
、
ま
た
し
て
も
完
全
に
閉
ざ
さ

れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
決
定
的
だ
っ
た
の
は
、
日
本
側
の
提
案
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
側
が
全
体
的
に
ひ
じ
ょ
う
に
慎
重
な
態
度
に
終
始

し
た
こ
と
だ
っ
た
。
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
自
身
は
、
少
な
く
と
も
こ
の
提
案
が
、
日
本
と
し
て
も
考
え
に
考
え
抜
い
た
譲
歩
案
で
あ
る
こ
と
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を
、
直
感
的
に
理
解
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
シ
ア
政
府
全
体
と
し
て
の
対
応
は
、
極
め
て
消
極
的
だ
っ
た
。
こ
う

し
た
慎
重
さ
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
側
は
平
和
条
約
問
題
に
一
挙
に
決
着
を
つ
け
る
歴
史
的
な
機
会
を
失
っ
た
の
で
あ
る
（
絢
）。」

　

九
八
年
九
月
、
プ
リ
マ
コ
フ
が
首
相
の
座
に
つ
き
、
経
済
情
勢
は
安
定
化
し
始
め
る
が
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
健
康
状
況
は
悪
く
な
る
ば
か
り

だ
っ
た
。
橋
本
総
理
を
引
き
継
い
だ
小
渕
恵
三
総
理
は
、
十
一
月
に
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
、
ロ
シ
ア
側
は
、
四
島
の
共
同
統
治
を
含
む
第
一
条

約
を
先
ず
結
び
、
つ
い
で
、
国
境
画
定
の
問
題
を
解
決
す
る
第
二
条
約
を
結
ぶ
と
言
う
譲
歩
案
を
提
示
し
た
。
し
か
し
、
日
本
側
は
、
こ
の

案
を
交
渉
の
基
礎
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
同
意
し
な
か
っ
た
。
九
九
年
は
、
ケ
ル
ン
の
Ｇ
８
に
お
け
る
十
分
間
の
二
国
間
会
談
を
除
い

て
、
首
脳
会
談
は
、
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

九
九
年
八
月
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
は
プ
ー
チ
ン
を
首
相
に
指
名
す
る
と
同
時
に
、
大
統
領
職
の
後
継
者
に
指
名
し
た
。
同
じ
八
月
、
著
者
は
、

欧
亜
局
長
に
就
任
し
た
。
こ
の
時
点
で
、
ロ
シ
ア
側
は
、
川
奈
提
案
を
基
礎
に
交
渉
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
し
、
日
本
側
が
モ
ス
ク
ワ
提
案

を
基
礎
に
交
渉
を
す
る
つ
も
り
も
な
い
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
小
渕
総
理
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
九
月
に

開
か
れ
た
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
プ
ー
チ
ン
首
相
と
会
談
、
橋
本
前
総
理
は
十
月
に
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
し
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
と
電
話
会
談
を
し
た

が
、
平
和
条
約
交
渉
は
、
袋
小
路
に
陥
っ
て
い
た
。

註（
24
）　

五
原
則
：
①
ソ
連
の
改
革
へ
の
連
帯
と
支
持
を
表
明
し
、
支
援
を
強
化
・
拡
大
す
る
。
②
ロ
シ
ア
共
和
国
と
の
多
面
的
協
力
を
飛
躍
的
に
拡

充
・
強
化
す
る
。
③
開
か
れ
た
ソ
連
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
受
け
入
れ
る
た
め
に
協
力
す
る
。
④
ソ
連
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
銀
等
と
の
協
力
関
係
拡

大
を
支
持
す
る
。
⑤
最
重
要
問
題
と
し
て
、
法
と
正
義
に
基
づ
き
、
一
日
も
早
く
領
土
問
題
を
解
決
し
て
平
和
条
約
を
締
結
し
、
両
国
関
係
の
改
善

を
図
る
。（
東
郷
『
北
方
領
土
』
一
五
九
ペ
ー
ジ
）

（
25
）　

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
パ
ノ
フ
『
雷
の
ち
晴
れ
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
一
八
ペ
ー
ジ
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（
26
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
一
六
四
―
七
三
ペ
ー
ジ

（
27
）　

佐
藤
和
男
・
駒
木
明
義
『
日
ロ
国
境
交
渉
』（
岩
波
、
二
〇
〇
三
年
）
二
八
ペ
ー
ジ

（
28
）　

G
eorgi K

unadze, “A
 R

ussian view
 of R

usso-Japanese R
elations, 1991-1993 ”, in G

ilbert R
ozm

an

（ed.

）, Japan and R
ussia: T

he 

Tortuous Path to N
orm

alization, 1949-1999,

（N
ew

 York, St. M
artin ’s P

ress, 2000

）, p. 172

（
29
）　

パ
ノ
フ
『
雷
の
ち
晴
れ
』
一
八
ペ
ー
ジ

（
30
）　

枝
村
純
郎
『
帝
国
解
体
前
後
』（
都
市
出
版
、
一
九
九
七
年
）、
二
八
二
ペ
ー
ジ

（
31
）　

長
谷
川
『
北
方
領
土
』
二
八
六
ペ
ー
ジ

（
32
）　

丹
波
実
『
日
ロ
外
交
秘
話
』（
中
央
公
論
社
、
二
〇
〇
四
年
）
二
一
一
―
一
二
ペ
ー
ジ

（
33
）　

K
onstantin Sarkisov, “R

usso-Japanese R
elations after Yeltsin ’s R

eelection in 1996 ”, in G
ilbert R

ozm
an

（ed.

）, Japan and R
ussia: 

T
he Tortuous Path to N

orm
alization, 1949-1999,

（N
ew

 York, St. M
artin ’s P

ress, 2000

）, p. 231-33

（
34
）　

和
田
『
北
方
領
土
』
三
六
八
ペ
ー
ジ

（
35
）　

安
全
保
障
分
野
で
は
、
九
六
年
、
防
衛
庁
長
官
が
四
月
に
ロ
シ
ア
を
訪
問
、
海
上
自
衛
隊
の
艦
船
が
七
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
を
訪
問
、
こ

の
年
が
転
換
点
と
な
っ
た
（
東
郷
『
北
方
領
土
』
一
九
二
ペ
ー
ジ
）。

（
36
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
二
四
四
―
四
六
ペ
ー
ジ

（
37
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
二
五
六
―
五
七
ペ
ー
ジ

プ
ー
チ
ン
時
代

　

一
九
九
九
年
十
二
月
三
十
一
日
、
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
、
大
統
領
職
か
ら
の
辞
任
と
プ
ー
チ
ン
を
大
統
領
代
行
に
指
名
し
、
大
統
領
選

挙
を
三
月
に
実
施
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。
こ
の
時
点
か
ら
、
交
渉
は
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
動
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
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二
〇
〇
〇
年
九
月
ま
で
の
プ
ー
チ
ン
政
権
と
の
交
渉

　

交
渉
の
再
構
築
は
、
論
理
的
に
、
大
き
な
サ
プ
ラ
イ
ズ
無
し
に
進
め
ら
れ
た
。
他
方
、
著
者
は
、『
北
方
領
土
』
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、

日
本
内
政
上
の
争
い
に
つ
い
て
、
簡
単
に
触
れ
て
い
る
。
八
月
に
は
、
北
方
領
土
返
還
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
大
き
な
影
響
力
を
も
つ

「
原
理
派
」
の
末
次
一
郎
氏
と
、
政
治
世
界
で
急
速
に
力
を
つ
け
始
め
た
「
柔
軟
派
」
の
鈴
木
宗
男
議
員
と
の
間
の
、
公
開
論
争
が
発
生
し

た
（
綾
）。
外
務
省
に
つ
い
て
も
、
過
去
の
政
策
を
変
え
る
リ
ス
ク
を
と
ら
な
い
保
守
派
と
、
平
和
条
約
交
渉
で
最
大
限
何
が
可
能
か
リ
ス
ク
を

と
っ
て
も
で
き
る
こ
と
は
や
る
べ
き
だ
と
す
る
積
極
派
と
の
間
に
争
い
が
あ
る
と
い
う
報
道
が
現
れ
始
め
た
（
鮎
）。
こ
れ
ら
の
対
立
は
、
二
〇
〇

一
年
五
月
以
降
の
交
渉
の
崩
壊
に
と
っ
て
や
が
て
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る
が
、
プ
ー
チ
ン
氏
の
権
力
が
台
頭
し
て
い
る
こ
の
時

期
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
な
問
題
と
は
見
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ロ
シ
ア
と
の
交
渉
は
、
以
下
の
段
取
り
で
構
築
さ
れ
た
。
日
本
側
は
、
二
〇
〇
〇
年
中
に
平
和
条
約
を
結
ぶ
と
い
う
課
題
を
、
三
つ
の
時

期
に
分
け
て
追
求
す
る
こ
と
と
し
た
。
第
一
期
は
、
プ
ー
チ
ン
が
正
式
に
大
統
領
に
選
出
さ
れ
る
ま
で
で
あ
っ
た
。
交
渉
に
お
い
て
圧
力
を

か
け
る
こ
と
な
く
、
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
主
要
目
標
と
す
る
時
期
で
あ
っ
た
。
第
二
期
は
、
領
土
交
渉
を
本
格
的
に
始
め
る
た
め
の

準
備
期
間
で
あ
っ
た
。
春
に
最
初
の
首
脳
会
談
を
設
定
し
、
日
ロ
関
係
の
大
き
な
画
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
お
互
い
を
よ
く
知
り
合
う
機
会

と
す
る
。
七
月
に
は
、
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
で
プ
ー
チ
ン
は
来
日
す
る
。
両
首
脳
は
、
サ
ミ
ッ
ト
で
も
、
ま
た
そ
の
際
開
か
れ
る
個
別
会
談
で

も
、
更
に
、
深
く
知
り
合
う
機
会
を
も
つ
。
第
三
期
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
公
式
訪
日
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
の
際
か
、
ま

た
は
、
そ
の
直
後
に
行
う
。
こ
こ
で
、
領
土
に
つ
い
て
の
、
本
格
的
な
話
し
合
い
を
す
る
。
更
に
、
年
末
ま
で
に
、
も
う
一
回
の
首
脳
会
談

を
行
う
。
交
渉
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
最
終
案
は
、
最
後
の
会
談
で
で
て
く
る
と
想
定
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

脳
梗
塞
に
襲
わ
れ
た
小
渕
総
理
に
代
わ
っ
た
森
嘉
朗
総
理
は
、
四
月
二
十
九
日
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ス
ブ
ル
グ
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と

会
談
。
想
定
ど
お
り
、
両
首
脳
は
、
日
ロ
関
係
に
つ
い
て
の
広
範
な
議
題
と
、
き
た
る
べ
き
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
に
つ
い
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て
議
論
し
た
。
七
月
二
十
一
日
か
ら
二
十
三
日
、
森
総
理
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
沖
縄
で
温
か
く
迎
え
入
れ
、
二
国
間
会
談
は
、
公
式
訪

問
の
準
備
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
会
談
と
な
っ
た
。
九
月
三
日
―
五
日
に
予
定
さ
れ
る
こ
と
と
成
っ
た
公
式
訪
問
に
お
け
る
平
和
条
約
交
渉

で
は
、
日
本
側
は
、
お
互
い
に
圧
力
を
か
け
ず
に
合
意
し
う
る
事
項
を
記
載
し
た
文
書
に
合
意
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。
東
京
宣
言
の
確

認
、
四
島
周
辺
で
と
ら
れ
た
信
頼
醸
成
措
置
の
リ
ス
ト
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
合
意
に
む
け
て
年
末
ま
で
努
力
す
る
決
意
な
ど
を
含
む
こ
の

文
書
に
合
意
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
合
意
で
想
定
し
た
期
間
が
終
わ
る
前
に
、
も
う
一
回
首
脳
会
談
を
設
定
す
る
こ
と
を

確
保
し
よ
う
と
い
う
考
え
で
あ
っ
た
。

七
ヶ
月
間
交
渉
と
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
会
談

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
予
定
通
り
、
九
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
日
本
を
訪
問
し
た
。
森
総
理
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
領
土
問
題
に
つ
い

て
突
っ
込
ん
だ
話
し
合
い
を
し
、
日
本
側
が
企
図
し
た
と
お
り
の
文
書
に
署
名
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
訪
問
は
、
予
期
せ
ぬ
結
果
を
も
た
ら

し
た
。
プ
ー
チ
ン
が
、
九
月
四
日
の
最
初
の
首
脳
会
談
で
、
一
九
五
六
年
宣
言
は
有
効
だ
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
九
一
年
に

ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
明
示
的
に
否
定
し
、
一
九
九
三
年
に
エ
リ
ツ
ィ
ン
が
公
式
会
談
で
言
及
を
避
け
た
点
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
点
か
ら
二
〇
〇
一
年
三
月
の
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
会
談
ま
で
、
七
ヶ
月
間
、
交
渉
は
、
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
力
を
も
っ
て
動
き
始
め

た
。『
北
方
領
土
』
の
最
も
生
き
生
き
と
し
た
部
分
は
、
こ
の
七
ヶ
月
間
交
渉
と
そ
の
結
果
と
し
て
行
わ
れ
た
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
会
談
に
つ
い

て
の
、
著
者
の
分
析
で
あ
る
。

　
（
一
）
著
者
は
、
先
ず
、
五
六
年
宣
言
に
つ
い
て
プ
ー
チ
ン
が
と
っ
た
新
し
い
立
場
に
つ
い
て
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
か
ら
十
月
に
か
け
て

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
著
者
は
、
ロ
シ
ア
側
と
の
交
渉
の
基
礎
と
し
て
こ
の
点
を
と
り
あ
げ
る
べ
き
だ
と
主
張

し
た
。
著
者
の
考
え
は
、
時
折
外
務
省
の
中
で
疑
問
視
さ
れ
、
ま
た
、
反
対
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
結
局
外
務
省
の
中
で
、
コ
ン
セ
ン
サ
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ス
を
得
る
こ
と
と
な
っ
た
。
著
者
が
、
五
六
年
宣
言
に
つ
い
て
の
議
論
を
肯
定
し
た
理
由
は
、
三
つ
あ
っ
た
。
第
一
に
、
プ
ー
チ
ン
の
立
場

は
、
九
一
年
及
び
九
三
年
に
日
本
側
が
ロ
シ
ア
側
に
要
求
し
た
、
五
六
年
宣
言
の
確
認
を
満
た
す
も
の
で
あ
り
、
日
本
側
と
し
て
、
後
退
す

る
理
由
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
こ
と
。
第
二
に
、
そ
れ
ま
で
の
ロ
シ
ア
側
の
理
屈
か
ら
す
れ
ば
、
五
六
年
宣
言
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
を
と
る
こ
と
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
側
が
、
歯
舞
・
色
丹
の
引
渡
し
と
、
国
後
・
択
捉
に
つ
い
て
の
真
剣
な
議
論
に
入
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
。
第
三
に
、
仮
定
の
問
題
と
し
て
、
も
し
も
こ
の
交
渉
に
失
敗
し
、
ロ
シ
ア
側
が
究
極
的
に
国
後
・
択
捉
に
つ
い
て
い
か
な
る
譲
歩

も
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
、
今
次
ラ
ウ
ン
ド
で
の
交
渉
を
終
結
さ
せ
、
次
回
機
会
を
待
て
ば
よ
い
話
で
あ
り
、
日
本
側

が
失
う
も
の
は
、
基
本
的
に
な
に
も
な
い
こ
と

―
以
上
で
あ
る
（
或
）。

　
（
二
）
次
に
、
著
者
は
、
交
渉
が
、
事
務
レ
ベ
ル
、
外
務
大
臣
レ
ベ
ル
、
首
脳
レ
ベ
ル
の
三
つ
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
流
れ
て
い
っ
た
こ
と

を
、『
北
方
領
土
』
で
、
詳
し
く
述
べ
て
い
る
。
交
渉
の
焦
点
は
、
歯
舞
・
色
丹
の
引
渡
し
を
基
礎
と
し
て
、
国
後
・
択
捉
に
つ
い
て
ど
う

考
え
る
か
に
か
か
っ
て
い
た
。

●　

十
月
二
十
三
日
、
東
京
に
て
、
加
藤
外
務
審
議
官
と
ロ
シ
ュ
コ
フ
・
ア
ジ
ア
担
当
次
官
と
の
会
談
：
双
方
の
法
的
立
場
に
つ
い
て
の

理
解
前
進
。

●　

十
一
月
三
日
、
モ
ス
ク
ワ
に
て
、
河
野
・
イ
ワ
ノ
フ
会
談
：
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
九
月
に
提
起
し
た
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
議

論
。

●　

十
一
月
十
五
日
、
ブ
ル
ネ
イ
に
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
会
合
の
際
の
、
森
・
プ
ー
チ
ン
首
脳
会
談
：
「
二
対
二
」、
す
な
わ
ち
、
小
さ
い
二

島
対
大
き
い
二
島
に
つ
い
て
、
突
っ
込
ん
だ
議
論
。
も
う
一
回
の
交
渉
を
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
で
す
る
こ
と
に
合
意
。

●　

十
一
月
三
十
日
、
十
二
月
一
日
、
モ
ス
ク
ワ
に
て
、
東
郷
欧
亜
局
長
と
ロ
シ
ュ
コ
フ
次
官
と
の
会
談
：
「
二
対
二
」
に
つ
い
て
の

突
っ
込
ん
だ
話
し
合
い
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声
明
に
つ
い
て
の
交
渉
開
始
。
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●　

二
〇
〇
一
年
一
月
十
六
日
、
モ
ス
ク
ワ
に
て
、
外
相
会
談
：
「
二
対
二
」
に
つ
い
て
の
突
っ
込
ん
だ
話
し
合
い
。
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
会

談
の
日
程
に
つ
い
て
い
っ
た
ん
合
意
す
る
も
、
そ
の
直
後
に
、
ロ
シ
ア
側
が
、
一
ヶ
月
の
延
期
を
通
告
し
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
若

干
の
混
乱
発
生
。

●　

二
月
十
三
日
、
森
・
プ
ー
チ
ン
電
話
会
談
：
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
会
談
の
日
程
に
つ
い
て
正
式
合
意
。

●　

三
月
五
日
、
東
京
に
て
、
加
藤
・
ロ
シ
ュ
コ
フ
会
談
：
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声
明
に
つ
い
て
、
突
っ
込
ん
だ
話
し
合
い
。

●　

三
月
十
九
日
、
モ
ス
ク
ワ
に
て
、
東
郷
・
ロ
シ
ュ
コ
フ
会
談
：
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声
明
に
つ
い
て
、
基
本
合
意
。

●　

三
月
二
十
五
日
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
て
、
森
・
プ
ー
チ
ン
会
談
。

　
（
三
）
森
・
プ
ー
チ
ン
両
首
脳
は
、「
五
六
年
共
同
宣
言
は
、
交
渉
プ
ロ
セ
ス
の
出
発
点
を
設
定
し
た
基
本
的
な
法
的
文
書
で
あ
る
こ
と
」

及
び
「
東
京
宣
言
に
基
づ
き
、
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹
島
、
及
び
歯
舞
群
島
の
帰
属
に
関
す
る
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
」
を
列
記
し
た
、

「
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声
明
」
に
合
意
。

　

更
に
、
日
本
側
関
係
者
の
渾
身
の
努
力
の
結
果
、
総
理
は
、「
歯
舞
・
色
丹
の
引
き
渡
し
の
問
題
と
、
国
後
・
択
捉
の
主
権
の
問
題
を
並

行
的
に
、
車
の
両
輪
の
ご
と
く
協
議
す
る
。
そ
し
て
歯
舞
・
色
丹
の
問
題
の
協
議
の
進
展
と
国
後
・
択
捉
の
問
題
の
協
議
の
進
展
が
相
互
に

良
い
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
話
し
合
い
を
行
う
」
こ
と
を
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
提
案
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
併
行
協
議
」
の

提
案
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
総
理
は
、「
日
本
が
国
後
・
択
捉
を
放
棄
す
る
こ
と
は
、
過
去
・
現
在
・
未
来
に

わ
た
っ
て
、
無
い
」
こ
と
を
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
述
べ
た
（
粟
）。
こ
れ
に
対
す
る
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
回
答
は
、「
承
っ
て
お
く
」
で
あ
っ
た
（
袷
）。

　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
回
答
は
、
決
定
的
に
重
要
だ
っ
た
。
森
総
理
の
提
案
は
拒
否
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
、「
併
行
協
議
」
が
現

実
に
始
ま
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
、
示
唆
し
て
い
た
。
同
時
に
こ
の
回
答
に
は
、
一
定
の
あ
い
ま
い
さ
が
残
っ
て
い
た
。
著
者
は
、
四
月

五
日
モ
ス
ク
ワ
に
出
張
し
、
ロ
シ
ュ
コ
フ
次
官
と
最
後
の
会
談
を
し
、
交
渉
が
七
ヶ
月
間
交
渉
と
同
じ
モ
メ
ン
タ
ム
で
続
く
か
ど
う
か
を
質
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問
し
た
。
ロ
シ
ュ
コ
フ
次
官
は
暫
し
考
え
て
い
る
風
だ
っ
た
が
、
や
が
て
、「
ト
ー
ゴ
ー
さ
ん
、
あ
な
た
が
そ
う
考
え
る
こ
と
に
は
根
拠
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
残
念
で
す
が
、
貴
方
と
の
間
で
こ
の
協
議
を
行
う
の
は
無
理
で
し
ょ
う
」
と
答
え
た
（
安
）。
著
者
は
、
四
月
の
末

を
も
っ
て
欧
亜
局
長
（
こ
の
時
点
で
は
、
欧
州
局
長
に
改
名
）
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
間
に
協
議
が
行
わ
れ
な
い
の

は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
っ
た
。
著
者
は
、
ロ
シ
ア
側
が
併
行
協
議
を
進
め
る
用
意
が
あ
る
と
確
信
し
た
。

　
（
四
）
も
し
も
、
併
行
協
議
が
続
い
て
い
た
な
ら
、
何
が
お
き
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
併
行
協
議
は
、
歯
舞
・
色
丹
の
引
渡
し
の
問
題

と
、
国
後
・
択
捉
の
主
権
の
問
題
の
二
つ
の
問
題
を
協
議
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
協
議
の
結
果
、
特
に
、
国
後
・
択
捉
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
結
果
を
期
待
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
論
理
的
に
言
え
ば
、
三
つ
の
可
能
性
が
あ
る
。
第
一
は
、
真
剣
な
話
し
合
い
の
結
果
、
ロ
シ

ア
側
が
、
国
後
・
択
捉
に
つ
い
て
譲
歩
す
る
余
地
が
無
い
と
言
っ
て
く
る
場
合
。
日
本
側
は
、
今
次
交
渉
を
閉
ざ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
対
応

す
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
第
二
に
、
ロ
シ
ア
側
は
、
こ
の
問
題
の
最
終
的
解
決
は
、
国
後
・
択
捉
の
日
本
側
へ
の
引
渡
し
、
少
な
く
と
も
、
択

捉
と
ウ
ル
ッ
プ
と
の
間
の
国
境
線
の
画
定
に
あ
る
と
い
う
結
論
を
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
側
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
平
和
条
約
が
結
ば

れ
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
に
、
も
し
も
、
ロ
シ
ア
側
が
、
何
か
中
間
的
な
も
の
を
提
案
し
て
き
た
ら
ど
う
な
る
の
か
。
例
え
ば
、「
ロ
シ
ア

側
は
日
本
が
国
後
・
択
捉
に
つ
い
て
要
求
す
る
こ
と
は
妨
げ
な
い
が
、
現
時
点
で
で
き
る
の
は
、
こ
こ
ま
で
で
あ
る
」
と
言
っ
た
ら
、
ど
う

い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、「
二
島
先
行
」
と
い
う
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
が
出
て
く
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
著
者
は
、
こ
の

フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
が
一
度
も
交
渉
の
席
上
に
登
場
し
た
こ
と
は
な
い
し
、
日
本
側
は
、
一
度
も
公
式
的
な
立
場
を
二
島
先
行
に
お
い
た
こ
と
は

な
い
こ
と
を
、
明
確
に
述
べ
て
い
る
。
た
だ
し
、
著
者
は
、
私
見
と
し
て
、
も
し
も
ロ
シ
ア
側
が
そ
の
よ
う
な
提
案
を
し
て
く
る
の
で
あ
れ

ば
、
日
本
側
は
、
真
剣
に
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
の
交
渉
が
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
か
ら
一
ミ
リ
も
進
ん
で
い
な
い
以

上
、
交
渉
が
つ
づ
い
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
展
開
に
な
っ
た
か
は
、
今
と
な
っ
て
は
、
知
る
す
べ
が
な
い
。

　
（
五
）
著
者
は
、
交
渉
当
事
者
間
の
信
頼
が
そ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
質
的
に
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
一
九
八
九
年
一
月
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か
ら
五
月
に
か
け
て
の
苦
い
体
験
に
照
ら
し
て
、
説
明
し
、
強
調
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
十
月
の
事
務
レ
ベ
ル
協
議
に
つ
い
て
、「
も
う

一
つ
の
収
穫
は
、
日
本
側
と
ロ
シ
ア
側
と
の
事
務
レ
ベ
ル
で
の
交
渉
チ
ー
ム
の
間
で
、
公
式
交
渉
の
席
を
離
れ
た
非
公
式
の
接
触
の
機
会
が

増
え
、
従
来
に
も
増
し
て
率
直
で
本
音
ベ
ー
ス
の
話
し
合
い
を
す
る
機
運
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
流
れ
は
、
結
局
イ
ル
ク
ー
ツ
ク

の
首
脳
会
談
ま
で
交
渉
推
進
の
重
要
な
底
流
と
し
て
続
く
こ
と
に
な
っ
た
（
庵
）。」
と
述
べ
て
い
る
。
著
者
は
、
た
く
さ
ん
の
実
例
を
あ
げ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
が
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
首
脳
会
談
の
前
夜
の
三
月
二
十
四
日
、
翌
日
の
交
渉
で
最
大
限
の
成
果
を
あ
げ
よ
う
と
し
て
行
わ
れ

た
、
パ
ノ
フ
大
使
と
の
話
し
合
い
の
場
面
が
例
示
で
き
よ
う
（
按
）。

　

著
者
は
、
緊
密
に
仕
事
を
一
緒
に
し
た
パ
ノ
フ
大
使
と
ロ
シ
ュ
コ
フ
次
官
に
以
下
の
言
葉
を
残
し
て
い
る
。
パ
ノ
フ
大
使
に
対
し
て
＝

「
確
か
に
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
登
場
は
、
交
渉
を
急
進
展
さ
せ
る
決
定
的
な
要
因
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
も
増
し
て
、
私
に
と
っ
て
重
要

だ
っ
た
の
は
パ
ノ
フ
大
使
と
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
の
存
在
だ
っ
た
。
七
カ
月
間
の
交
渉
は
、
私
に
と
っ
て
も
、
大
使
に
と
っ
て
も
、
お
互
い
の

存
在
無
く
し
て
は
実
現
し
え
な
い
も
の
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
（
暗
）」。

　

ロ
シ
ュ
コ
フ
次
官
に
対
し
て
＝
「（
四
月
五
日
の
話
し
合
い
の
最
後
で
）
同
席
し
て
い
た
大
使
館
の
参
事
官
と
ロ
シ
ア
側
の
関
係
者
が
退

席
し
た
後
、
私
は
、
こ
の
七
カ
月
、
モ
ス
ク
ワ
に
ロ
シ
ュ
コ
フ
次
官
を
相
手
と
し
て
交
渉
で
き
た
こ
と
を
本
当
に
幸
せ
と
感
ず
る
こ
と
、
交

渉
の
前
進
の
た
め
に
ロ
シ
ュ
コ
フ
次
官
が
時
に
は
個
人
的
な
リ
ス
ク
を
と
り
な
が
ら
勇
猛
果
敢
に
努
力
さ
れ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
私
が
退
任
し
た
あ
と
も
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
た
。
ロ
シ
ュ
コ
フ
次
官
は
、
私
の
努
力

に
対
し
て
暖
か
い
言
葉
を
贈
っ
て
く
れ
た
後
、
最
後
に
私
が
い
な
く
な
っ
た
あ
と
交
渉
が
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
と
、
少
し
だ
け
心
配
そ
う
に

質
問
し
て
き
た
。『
大
丈
夫
で
す
。
私
た
ち
は
組
織
で
仕
事
を
し
て
来
ま
し
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
す
』
私
は
そ
う
答
え
て
、
次
官
の

元
を
辞
去
し
た
（
案
）」

　
（
六
）
著
者
の
こ
の
答
え
は
、
誤
っ
て
い
た
。
後
に
な
っ
て
日
本
の
交
渉
上
の
立
場
を
壊
し
て
い
っ
た
種
子
は
、
こ
の
七
ヶ
月
の
間
す
で
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に
、
根
づ
か
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
の
よ
う
な
国
内
分
裂
の
種
子
を
取
り
除
こ
う
と
努
力
し
た
が
、
成
功
し
な
か
っ
た
。

●　

二
〇
〇
〇
年
九
月
四
日
、
森
・
プ
ー
チ
ン
の
最
初
の
首
脳
会
談
が
行
わ
れ
た
日
、
同
日
付
け
の
主
要
一
紙
の
夕
刊
に
、「
東
郷
欧
亜

局
長
は
、
総
理
に
対
し
、
小
さ
い
二
島
の
主
権
を
ま
ず
と
り
も
ど
す
」
と
い
う
案
を
ブ
リ
ー
フ
し
た
と
い
う
記
事
が
載
っ
た
。
こ
れ

は
、
ま
っ
た
く
根
拠
の
な
い
偽
情
報
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
影
響
は
、
軽
視
で
き
な
か
っ
た
。
偽
情
報
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
の
記
事
は
、
外
務
省
に
対
す
る
信
頼
性
に
傷
を
つ
け
、
情
勢
が
平
常
化
す
る
の
に
、
二
ヶ
月
を
要
し
た
。
実
際
、
八
月
の
終
わ
り

に
は
、
九
月
の
プ
ー
チ
ン
来
日
の
際
に
採
択
さ
れ
る
べ
き
合
意
文
書
の
リ
ー
ク
が
行
わ
れ
て
い
た
。
リ
ー
ク
の
内
容
に
照
ら
し
て
い

え
ば
、
外
務
省
の
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
人
し
か
、
そ
の
文
書
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
外
務
省
と
プ
レ
ス
と
の
関
係
に
、
な
に
か
尋
常

で
な
い
こ
と
が
起
き
て
い
た
（
闇
）。

●　

二
〇
〇
〇
年
の
終
わ
り
頃
、
交
渉
が
、「
二
島
先
行
」
ひ
い
て
は
「
二
島
」
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
報
道
が
現
れ
始
め
た
。
報
道

に
よ
れ
ば
、
鈴
木
宗
男
議
員
が
こ
の
動
き
の
音
頭
を
と
っ
て
お
り
、
無
原
則
で
ひ
弱
な
東
郷
和
彦
の
よ
う
な
外
交
官
が
、
そ
の
圧
力

に
屈
し
て
い
る
と
報
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
、
外
務
省
が
、「
四
島
一
括
返
還
」
を
主
唱
す
る
原
則
派
と
無
原
則
な
人
た
ち
と
の
間
に
分

裂
し
て
い
る
と
の
報
道
も
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
著
者
は
、
で
き
る
だ
け
の
努
力
を
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
と
接
触
し
、

当
時
、
企
図
し
て
い
た
の
は
、
国
後
・
択
捉
に
関
す
る
真
剣
で
実
質
的
な
交
渉
で
あ
る
む
ね
、
説
明
し
よ
う
と
し
た
（
鞍
）。

●　

プ
レ
ス
へ
の
リ
ー
ク
が
止
ま
ら
な
い
状
況
下
で
、
他
の
局
長
の
示
唆
に
よ
り
、
著
者
は
、
意
思
決
定
の
ト
ッ
プ
を
な
す
、
少
数
者
の

会
合
を
主
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
十
月
以
降
、
次
官
、
政
務
担
当
外
務
審
議
官
、
総
合
政
策
局
長
、
条
約
局
長
、
欧

亜
局
長
の
五
者
で
、
そ
れ
以
外
の
参
加
者
な
し
の
会
合
が
主
催
さ
れ
、
対
ロ
シ
ア
交
渉
に
つ
い
て
も
、
国
内
政
治
上
の
機
微
な
問
題

に
つ
い
て
も
、
話
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
会
合
で
話
し
合
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
以
降
、
一
度
も
外
部
に
リ
ー
ク
さ
れ
て
い
な

い
（
杏
）。
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第
五
回
の
失
わ
れ
た
機
会
の
窓

　

残
念
な
が
ら
、
二
〇
〇
一
年
四
月
二
六
日
、
小
泉
純
一
郎
総
理
と
田
中
真
紀
子
外
務
大
臣
が
職
に
つ
い
て
か
ら
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
成

果
は
、
ほ
と
ん
ど
、
消
滅
し
た
。『
北
方
領
土
』
が
書
か
れ
た
目
的
は
、
こ
れ
ら
内
政
上
の
諸
問
題
を
詳
細
に
記
述
す
る
た
め
で
は
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
政
問
題
の
最
も
鍵
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
ず
理
解
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
田
中
真
紀
子
外
務
大
臣
が
、
果
た
し
た
役
割
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
政
策
に
つ
い
て
、
田
中
大
臣

は
、
父
親
の
田
中
角
栄
総
理
が
一
九
七
三
年
に
ブ
レ
ジ
ネ
フ
書
記
長
と
の
間
で
交
渉
し
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
交
渉
の
最
高
峰
を
形
作

り
、
交
渉
は
、
こ
の
点
に
も
ど
る
べ
き
だ
と
い
う
固
定
観
念
を
も
っ
て
い
た
（
以
）。
そ
の
時
以
来
、
交
渉
は
進
捗
し
て
お
り
、
今
新
し
い
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
田
中
大
臣
に
説
明
す
る
努
力
は
、
成
果
を
あ
げ
な
か
っ
た
。
著
者
も
、
四
月
二
六
日
か
ら
欧
州
局
長
を
辞
め

る
五
月
一
日
ま
で
、
大
臣
に
二
回
ブ
リ
ー
フ
を
す
る
が
、
理
解
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
田
中
大
臣
は
、
政
策
内
容
を
混
乱
さ
せ
た

の
み
な
ら
ず
、
河
野
前
大
臣
が
す
で
に
決
め
た
人
事
を
変
更
し
、
こ
の
こ
と
が
省
内
の
混
乱
を
更
に
倍
化
し
た
。

　

や
が
て
、
外
務
省
内
に
本
当
の
政
治
的
混
乱
が
発
生
し
た
。
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ス
ク
・
川
奈
プ
ロ
セ
ス
及
び
森
・
プ
ー
チ
ン
の
イ
ル
ク
ー
ツ

ク
合
意
を
強
く
支
持
し
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
積
極
政
策
を
推
進
す
る
鈴
木
宗
男
議
員
は
、
田
中
大
臣
に
対
し
、
公
の
批
判
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
外
務
省
は
、
両
者
の
対
立
に
よ
っ
て
政
治
的
な
混
乱
に
陥
る
が
、
田
中
大
臣
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
問
題
が
余
り

に
難
し
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
鈴
木
議
員
に
頼
る
こ
と
の
方
が
多
く
な
っ
た
。

　

対
ロ
政
策
に
つ
い
て
も
、
外
務
省
は
分
裂
し
た
が
、
森
総
理
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
た
考
え
方
は
、
完
全
に
力
を
失
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ

た
。
二
〇
〇
一
年
十
月
、
上
海
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
際
に
行
わ
れ
た
二
国
間
会
談
で
、
小
泉
総
理
は
、
併
行
協
議
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
再
提
案
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
は
こ
れ
に
賛
同
し
た
と
報
ぜ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
二
年
初
頭
、
第
二
の
大
波
が
ロ
シ
ア
政
策
を
襲
っ
た
。
東
京
で
開
催

さ
れ
た
ア
フ
ガ
ン
支
援
会
議
で
、
田
中
大
臣
と
鈴
木
議
員
は
、
あ
る
有
力
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
参
加
を
認
め
る
か
ど
う
か
で
、
徹
底
対
立
を
し
た
。
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外
務
省
は
こ
の
対
立
の
中
で
、
田
中
大
臣
を
外
務
大
臣
の
ポ
ス
ト
か
ら
異
動
さ
せ
る
た
め
に
鈴
木
議
員
の
力
を
活
用
し
、
同
時
に
、
次
官
も

辞
任
す
る
と
い
う
形
と
な
っ
た
。
大
臣
と
次
官
の
辞
任
の
あ
と
、
外
務
省
の
新
指
導
部
は
、
田
中
大
臣
と
の
戦
い
で
一
層
力
を
つ
け
た
鈴
木

氏
の
力
を
弱
め
る
行
動
に
出
た
。
鈴
木
氏
と
近
い
と
さ
れ
た
人
た
ち
（
東
郷
及
び
佐
藤
優
氏
を
含
む
）
の
処
断
が
省
の
方
針
と
な
り
、
政
治

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
発
展
し
た
。
か
く
て
東
郷
は
、
四
月
末
に
退
官
、
佐
藤
氏
は
、
五
月
に
二
〇
〇
〇
年
イ
ス
ラ
エ
ル
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
対
す
る
資
金
支
出
が
背
任
に
当
た
る
と
し
て
逮
捕
、
鈴
木
議
員
も
六
月
に
数
件
の
金
銭
の
不
正
使
用
を
問
わ
れ
て
逮
捕
さ
れ
た
。

　

小
泉
総
理
が
権
力
を
掌
握
し
て
い
く
時
に
ロ
シ
ア
大
使
を
し
て
い
た
パ
ノ
フ
氏
の
メ
モ
ワ
ー
ル
は
、
当
時
の
混
乱
を
書
き
残
し
た
一
次
資

料
の
一
つ
と
言
え
よ
う
。
パ
ノ
フ
大
使
の
分
析
は
、『
北
方
領
土
』
と
基
本
的
に
は
同
じ
で
あ
り
、
大
使
は
、
東
京
で
信
頼
を
失
っ
た
人
た

ち
を
、
公
に
守
ろ
う
と
し
た
。「
彼
ら
は
、
新
た
な
国
際
関
係
が
必
要
と
す
る
、
冷
戦
時
代
と
は
根
本
的
に
異
な
る
日
ロ
新
関
係
構
築
の
た

め
に
心
か
ら
務
め
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
外
交
の
プ
ロ
と
し
て
能
力
の
高
い
、
責
任
感
に
満
ち
た
外
交
官
た
ち
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に

は
そ
の
他
の
外
交
官
の
だ
れ
一
人
と
し
て
、
い
か
な
る
場
で
も
、
歯
舞
・
色
丹
の
対
日
返
還
だ
け
で
領
土
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
よ
う
な
発
言
を
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
（
伊
）。」
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ロ
ズ
マ
ン
氏
の
二
〇
〇
二
年
の
分
析
は
、
当
時
の
混
乱
の
状
況
を
正

確
に
と
ら
え
て
い
る
（
位
）。
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
氏
が
二
〇
〇
八
年
に
出
版
し
た
論
文
も
、
プ
ー
チ
ン
時
代
に
起
き
た
こ
と
を
、
総
合
的

に
把
握
し
、
分
析
を
加
え
て
い
る
（
依
）。

　

個
人
的
な
状
況
に
つ
い
て
い
え
ば
、
鈴
木
宗
男
氏
も
佐
藤
優
氏
も
地
裁
、
高
裁
と
有
罪
判
決
を
受
け
た
。﹇
注
：
佐
藤
氏
は
、
二
〇
〇
九

年
六
月
最
高
裁
で
有
罪
確
定
。
た
だ
し
、
地
裁
判
決
以
来
、
執
行
猶
予
付
き
。﹈
鈴
木
氏
は
、
最
高
裁
の
判
決
待
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
佐

藤
氏
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
に
出
版
し
た
『
国
家
の
罠
』
が
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と
な
り
、
爾
来
大
量
の
著
作
を
刊
行
し
、
日
本
の
論
壇
の

リ
ー
ダ
ー
の
一
人
と
な
っ
た
。
鈴
木
氏
は
、
二
〇
〇
五
年
九
月
、
新
党
「
大
地
」
か
ら
国
会
に
再
選
さ
れ
た
。﹇
注
：
鈴
木
氏
は
、
二
〇
〇

九
年
八
月
の
選
挙
で
再
選
、
衆
議
院
外
務
委
員
長
に
就
任
。﹈
東
郷
和
彦
は
、
二
〇
〇
六
年
六
月
と
七
月
、
佐
藤
氏
の
高
裁
裁
判
に
弁
護
側
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証
人
と
し
て
陳
述
、
二
〇
〇
七
年
五
月
『
北
方
領
土
』
を
出
版
、
日
本
と
の
関
係
を
平
常
化
さ
せ
、
二
〇
〇
八
年
、
六
年
間
の
海
外
の
大
学

で
の
生
活
の
後
、
帰
国
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
日
ロ
関
係
は
元
に
も
ど
っ
て
い
な
い
。
小
泉
総
理
は
、
二
〇
〇
三
年
モ
ス
ク
ワ
を
訪
問
、「
行
動
計
画
」
に
合
意
。
し

か
し
、
二
〇
〇
四
年
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
再
選
の
後
、
日
本
側
は
、
川
奈
提
案
に
も
ど
っ
た
と
報
道
さ
れ
た
。
同
年
十
二
月
、
プ
ー
チ
ン
大

統
領
が
行
っ
た
五
六
年
宣
言
に
戻
る
と
い
う
発
言
に
対
す
る
日
本
側
の
反
応
は
鈍
く
、
大
統
領
は
、
ほ
と
ん
ど
即
座
に
、
国
後
・
択
捉
を
排

除
す
る
と
言
う
発
言
を
行
っ
た
。
か
く
て
、
二
〇
〇
五
年
の
プ
ー
チ
ン
の
公
式
訪
日
で
は
、
政
治
問
題
に
関
す
る
合
意
文
書
が
一
切
発
表
で

き
な
い
ほ
ど
に
、
関
係
は
悪
化
し
た
。
日
本
側
で
は
、
二
〇
〇
六
年
九
月
の
安
倍
内
閣
、
二
〇
〇
七
年
九
月
の
福
田
内
閣
、
二
〇
〇
八
年
九

月
の
麻
生
内
閣
と
続
く
変
化
の
中
で
、
ロ
シ
ア
側
で
は
、
二
〇
〇
八
年
五
月
に
メ
ド
ヴ
ェ
ー
デ
ィ
エ
フ
大
統
領
が
登
場
す
る
中
で
、
双
方
の

発
言
が
、
挑
発
的
で
な
く
な
り
、
全
体
的
な
雰
囲
気
が
、
前
向
き
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
質
的
な
変
化
は
、
訪
れ
て
い
な

い
。註（

38
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
一
五
ペ
ー
ジ

（
39
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
一
四
ペ
ー
ジ

（
40
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
二
三
―
二
五
ペ
ー
ジ

（
41
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
五
六
ペ
ー
ジ

（
42
）　

丹
波
実
『
日
ロ
外
交
秘
話
』
二
八
九
ペ
ー
ジ

（
43
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
六
二
ペ
ー
ジ

（
44
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
二
八
ペ
ー
ジ

（
45
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
五
〇
―
五
三
ペ
ー
ジ

（775）



302

（
46
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
六
五
ペ
ー
ジ

（
47
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
六
三
ペ
ー
ジ

（
48
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
二
三
ペ
ー
ジ

（
49
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
三
四
―
三
七
ペ
ー
ジ

（
50
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
三
七
―
三
八
ペ
ー
ジ

（
51
）　

鈴
木
宗
男
・
佐
藤
優
『
北
方
領
土
特
命
交
渉
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
）
二
〇
七
ペ
ー
ジ

（
52
）　

パ
ノ
フ
『
雷
の
ち
晴
れ
』
一
六
九
―
七
〇
ペ
ー
ジ

（
53
）　

G
ilbert R

ozm
an, “A

 C
hance for a breakthrough in R

usso-Japanese relations: w
ill the logic of great pow

er relations prevail? ” T
he 

Pacific R
eview

, Vol. 15 N
o 3, 2002: pp. 325-57

（
54
）　

Joseph Ferguson, Japanese-R
ussian R

elations, 1907-2007,

（A
bingdon, R

outledge, 2008

）.

フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
は
、
こ
の
時
期
に
つ
い
て
、

特
に
有
益
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
九
八
―
一
一
〇
ペ
ー
ジ
。

結
論

　
（
一
）『
北
方
領
土
』
は
、
一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
十
六
年
間
、「
二
島
対
二
島
」
と
い
う
論
理
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ

て
き
た
交
渉
の
論
理
を
、
前
例
の
無
い
詳
細
さ
を
も
っ
て
記
述
し
て
い
る
。
交
渉
の
各
段
階
に
お
け
る
成
果
、
ど
ち
ら
が
何
を
し
た
か
、
ど

ち
ら
が
何
を
譲
歩
し
、
な
ぜ
成
功
し
な
か
っ
た
か
に
つ
い
て
の
分
析
が
行
わ
れ
た
。
其
の
結
果
と
し
て
、
五
回
の
機
会
の
窓
が
あ
っ
た
と
い

う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
結
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
自
分
の
国
の
た
め
に
交
渉
し
た
外
交
官
と
し
て
は
、
異
例
な
こ
と
で
あ
る
が
、
著
者
は
、
相
手

方
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
方
も
間
違
い
を
し
た
と
い
う
こ
と
を
隠
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
日
本
側
に
お
い
て
、
交
渉
上
た
く
さ
ん
の
問

題
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、
第
一
回
（
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
前
期
）
及
び
第
四
回
（
エ
リ
ツ
ィ
ン
後
期
）
は
、
ロ
シ
ア
側
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の
硬
直
性
に
よ
っ
て
、
第
二
期
（
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
後
期
）、
第
三
期
（
エ
リ
ツ
ィ
ン
前
期
）
及
び
第
五
期
（
プ
ー
チ
ン
第
一
年
）
は
、
日
本

側
が
機
会
の
窓
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
交
渉
が
成
功
し
な
か
っ
た
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。

　
（
二
）『
北
方
領
土
』
で
は
、
十
六
年
の
交
渉
の
間
、
そ
の
任
に
あ
た
っ
た
人
た
ち
の
役
割
と
責
任
に
つ
い
て
、
詳
細
な
記
述
が
あ
る
。
交

渉
の
各
段
階
は
、
政
策
決
定
者
と
交
渉
者
が
何
を
し
た
か
に
、
大
き
く
依
存
し
て
き
た
。
彼
ら
の
行
動
を
規
定
し
て
き
た
、
構
造
的
な
要
因

も
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
選
択
の
自
由
と
個
人
の
責
任
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
決
定
過
程
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

第
一
の
失
わ
れ
た
機
会
（
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
前
期
）
に
お
い
て
は
、
冷
戦
時
の
硬
直
性
が
両
国
関
係
に
影
響
を
与
え
て
い
た
。
両
国
関
係

は
、
関
係
発
展
を
望
ま
な
い
勢
力
に
よ
っ
て
、
操
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
い
う
勢
力
の
行
動
を
阻
止
し
、
そ
れ

ら
に
対
し
て
効
果
的
な
対
応
策
を
と
る
た
め
の
、
効
果
的
な
バ
ッ
フ
ァ
ー
も
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ソ
連
側
に
お
け
る
構
造
的
な
要
因

で
も
あ
り
、
日
本
側
に
お
け
る
構
造
的
な
弱
さ
と
も
言
い
う
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

第
二
の
失
わ
れ
た
機
会
（
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
後
期
）
に
お
い
て
は
、
八
九
年
の
パ
リ
化
学
兵
器
禁
止
会
議
に
お
け
る
宇
野
外
務
大
臣
発
言
の

中
に
、
日
本
側
政
策
決
定
者
と
交
渉
者
の
一
定
の
構
造
的
な
硬
直
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
硬
直
性
は
、
冷
戦
思
考
の
残
滓
で
あ
る
。
著

者
は
、
パ
リ
に
お
け
る
政
策
決
定
に
責
任
を
持
つ
一
人
と
し
て
、
後
に
な
り
、
彼
も
し
く
は
日
本
側
の
指
導
者
が
冷
戦
思
考
か
ら
も
う
少
し

自
由
に
な
っ
て
い
れ
ば
、
よ
り
中
身
の
濃
い
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
日
を
実
現
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
と
、
真
剣
に
問
題
提
起
し
て
い
る
。

　

第
三
の
失
わ
れ
た
機
会
（
エ
リ
ツ
ィ
ン
前
期
）
で
は
、
著
者
は
、
決
定
的
に
重
要
な
政
策
決
定
の
局
面
に
は
参
画
し
て
い
な
か
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
期
に
何
が
起
き
た
か
か
に
つ
い
て
後
か
ら
知
り
、
著
者
は
、
政
策
の
選
択
に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
、
当
時
の
政
策
責

任
者
が
そ
の
責
任
を
果
た
さ
な
か
っ
た
と
い
う
結
論
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
時
任
に
あ
た
っ
た
政
策
責
任
者
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
時
代
の
経

験
か
ら
学
び
、
日
本
側
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
よ
り
現
実
的
な
政
策
を
選
択
す
る
よ
う
に
努
力
し
た
形
跡
は
、
見
ら
れ
な
い
。

　

第
四
の
失
わ
れ
た
機
会
（
エ
リ
ツ
ィ
ン
後
期
）
に
お
い
て
は
、
日
本
側
は
、
過
去
の
過
ち
か
ら
学
び
、
突
破
口
を
見
出
す
た
め
に
、
勇
気

（777）



304

あ
る
提
案
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
に
躊
躇
し
な
か
っ
た
。
残
念
な
が
ら
ロ
シ
ア
側
は
こ
の
提
案
を
は
認
め
な
か
っ
た
が
、
日
本
側
が
提
案
し
た
こ

と
が
誤
り
で
あ
っ
た
と
論
ず
る
根
拠
は
な
い
。

　

第
五
の
失
わ
れ
た
機
会
（
プ
ー
チ
ン
第
一
年
）
と
の
関
連
で
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
と
の
交
渉
が
始
ま
っ
た
時
点
で
、
著
者
は
、
過
去
の
過

ち
を
く
り
か
え
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
十
分
に
認
識
し
て
い
た
。
交
渉
の
新
段
階
を
、
五
回
目
の
失
わ
れ
た
機
会
に
し
て
は
な
ら
な

い
と
い
う
強
い
自
覚
的
な
決
意
が
あ
っ
た
。
著
者
は
、
機
会
の
窓
が
開
か
れ
て
い
る
度
合
い
に
応
じ
て
、
責
任
を
果
た
す
決
意
を
固
め
て
い

た
。
交
渉
は
、
予
想
以
上
に
速
や
か
に
進
み
、
そ
の
後
、
国
内
事
情
に
よ
っ
て
、
頓
挫
し
た
。
著
者
は
、
第
五
の
機
会
の
窓
が
、
こ
の
よ
う

な
形
で
閉
ざ
さ
れ
る
と
は
、
予
測
し
て
い
な
か
っ
た
。
著
者
は
、
ロ
シ
ア
と
の
交
渉
に
お
い
て
、
個
人
と
し
て
の
責
任
は
全
う
し
た
に
し
て

も
、
国
内
的
な
制
約
を
乗
り
越
え
る
点
に
お
い
て
は
、
失
敗
し
た
。
こ
の
国
内
的
制
約
は
、
構
造
的
な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
か
。
国
内
的
な
圧

力
に
屈
し
て
、
頭
を
下
げ
て
し
ま
っ
た
、
他
の
交
渉
担
当
者
の
責
任
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
著
者
は
、「
エ
ピ
ロ
ー
グ
」
の
最
後
で
、
現

存
し
た
国
内
上
の
制
約
を
乗
り
越
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、
交
渉
上
の
突
破
口
を
開
く
た
め
に
有
効
に
動
か
な

か
っ
た
人
た
ち
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
く
り
か
え
さ
れ
な
い
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
と
述
べ
て
い

る
。「（
若
い
外
交
官
た
ち
が
）、
交
渉
が
ギ
リ
ギ
リ
の
局
面
に
来
た
と
き
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
自
分
一
人
に
し
か
見
え
な
い
相
手
国
の
現

実
が
見
え
て
き
た
と
き
に
も
、
そ
の
現
実
を
視
界
か
ら
放
擲
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
時
点
で
実
現
可
能
な
施
策
を
立
案
し
、
献
策
す
る
勇
気

を
持
っ
て
欲
し
い
（
偉
）。」

　
（
三
）
本
書
の
分
析
は
、
領
土
問
題
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
著
者
は
、
日
ロ
関
係
全
体
の
中
で
、
領
土
問
題
が
ど
こ
に
位
置

し
て
い
る
か
を
、
説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
著
者
は
、
八
八
年
十
二
月
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ナ
ゼ
訪
日
を
準
備
し
て
い
た
時
の
基
本
的
な
視
点

と
し
て
、
日
ソ
・
日
ロ
関
係
が
、
①
領
土
問
題
の
解
決
、
②
経
済
関
係
を
中
心
と
す
る
二
国
間
関
係
の
発
展
、
③
安
全
保
障
及
び
ア
ジ
ア
太

平
洋
を
中
心
と
す
る
国
際
問
題
に
つ
い
て
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
、
以
上
の
三
つ
の
柱
、
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
と
述
べ
て
い
る
（
囲
）。
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著
者
に
よ
れ
ば
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
交
渉
の
五
つ
の
局
面
は
、
日
本
側
が
、
一
歩
一
歩
関
係
の
幅
を
広
げ
よ
う
と
し
て
き
た
経
緯
で
も
あ

る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
時
代
は
、
拡
大
均
衡
の
概
念
を
打
ち
出
し
、
九
一
年
の
訪
日
の
際
は
、
比
較
的
小
規
模
な
一
連
の
合
意
が
な
さ
れ
た
。

エ
リ
ツ
ィ
ン
の
下
で
は
、
改
革
ロ
シ
ア
に
対
す
る
支
援
は
、
二
十
五
億
ド
ル
（
九
一
年
）
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ロ
ー
ン
、
十
八
億
二
千
万
ド

ル
（
九
三
年
）
の
同
様
な
ロ
ー
ン
、
十
五
億
ド
ル
の
金
融
ロ
ー
ン
（
九
八
年
）
と
拡
大
し
た
。
安
全
保
障
面
で
の
協
力
は
、
九
六
年
に
、
大

臣
訪
問
と
艦
船
寄
港
に
よ
っ
て
突
破
口
が
開
か
れ
た
。
九
七
年
に
は
、
ロ
シ
ア
を
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
参
加
さ
せ
る
た
め
に
、
日
本
は
、
指
導
的
な

役
割
を
果
た
し
た
。
従
っ
て
、『
北
方
領
土
』
の
中
で
明
確
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
著
者
は
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
第
一
年
め
で

は
、
広
範
な
日
ロ
関
係
の
議
題
の
中
で
、
未
解
決
と
な
っ
て
い
た
の
は
、
領
土
問
題
の
み
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

　

ロ
シ
ア
側
は
、
こ
の
評
価
に
は
賛
成
し
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
現
に
パ
ノ
フ
大
使
は
、
領
土
問
題
以
外
の
日
ロ
関
係
の
分
野
で
、
日
本
の

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
少
な
い
点
に
つ
い
て
、
絶
え
ず
批
判
的
で
あ
っ
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
八
六
―
八
八
年
の
第
一
回
の
機
会
の
窓
が
開
け

な
か
っ
た
の
は
、
日
本
側
で
魅
力
的
な
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
案
で
き
な
か
っ
た
が
故
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
九
二
年
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
訪

日
キ
ャ
ン
セ
ル
と
い
う
第
三
の
機
会
の
窓
に
つ
い
て
も
、
パ
ノ
フ
大
使
は
、
日
本
側
か
ら
、
魅
力
的
な
経
済
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提
起
し
え
な

か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
駐
日
大
使
と
し
て
勤
務
し
た
こ
と
の
総
括
と
し
て
記
さ
れ
た
メ
モ
ワ
ー
ル

の
結
論
部
分
で
も
、
経
済
関
係
に
つ
い
て
、
パ
ノ
フ
大
使
は
、「
経
済
協
力
と
い
う
名
の
『
機
関
車
』
が
、
日
ロ
関
係
全
体
と
言
う
『
列

車
』
を
軌
道
に
乗
せ
、
次
第
に
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
邁
進
す
る
よ
う
、
私
は
期
待
し
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
（
夷
）。

　
（
四
）
最
後
に
『
北
方
領
土
』
著
述
の
理
論
的
枠
組
み
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
北
方
領
土
問
題
の
本
質
は
、
国

家
の
名
誉
の
問
題
で
あ
り
、
蒙
っ
た
裏
切
り
に
対
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
国
家
の
自
己
規
定
（
ア
イ
デ
ン
テ

テ
ィ
の
形
成
）
に
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
他
方
、
一
九
八
五
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
ま
で
の
十
六
年
間
の
国
際
情
勢
は
、
ソ
連
邦
の
崩
壊
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と
ロ
シ
ア
連
邦
の
成
立
と
言
う
激
動
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
力
と
価
値
の
両
面
に
お
い
て
根
本
的
な
変
化
が
起
き
た
時
で
あ
っ
た
。
ソ
連

邦
は
、
超
大
国
の
立
場
を
失
い
、
新
し
い
ロ
シ
ア
連
邦
に
変
貌
し
た
。
よ
り
民
主
的
で
市
場
経
済
型
の
、
非
軍
事
的
で
弱
体
化
さ
れ
た
ロ
シ

ア
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
領
土
交
渉
は
、
こ
の
極
端
な
変
化
の
下
で
行
わ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、『
北
方
領
土
』
で
は
、
国
際
関
係
論
の

重
要
な
要
因
で
あ
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
力
、
価
値
の
す
べ
て
の
要
因
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
著
者
は
、
国
際
関
係
理
論
に
お
け
る
構
造
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
ら
な
い
。
著
者
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
力
、
価

値
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
め
る
と
言
う
意
味
で
、
折
衷
主
義
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
が
、
著
者
の
分
析
で
顕
著
な
の
は
、
意
思
決
定
を

し
、
交
渉
を
す
る
立
場
に
い
る
個
人
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
現
代
の
社
会
科
学
で
、
個
人
の
役
割
を
重
視
す
る
理
論
的
な
枠

組
み
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

　

著
者
の
著
述
は
、
理
論
的
枠
組
み
の
一
部
を
、
グ
ラ
ハ
ム
・
ア
リ
ソ
ン
（
委
）、
ア
ー
ビ
ン
グ
・
ジ
ェ
ニ
ス
（
威
）、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
（
尉
）

な
ど
の
、
危
機
状
況
に
お
け
る
外
交
分
析
に
依
拠
せ
し
め
て
い
る
よ
う
に
、
み
え
る
。
国
際
関
係
理
論
の
全
体
の
中
に
位
置
づ
け
て
み
る

と
、
著
者
は
、
構
造
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
せ
よ
、
機
構
的
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
に
せ
よ
、
厳
格
な
決
定
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
構
成
主
義

（
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
ズ
ム
）
に
接
近
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ウ
ェ
ン
ト
に
よ
る
構
成
主
義
は
、
社
会
的
に

構
成
さ
れ
た
理
念
ま
た
は
観
念
を
国
家
行
動
の
中
心
に
お
き
、
こ
れ
ら
の
理
念
や
観
念
の
中
核
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
利
益
を
お
い
て
分

析
す
る
も
の
で
あ
る
（
惟
）。
自
由
と
責
任
の
問
題
を
含
め
て
、
個
人
の
役
割
は
、
こ
の
理
念
と
観
念
の
理
論
的
枠
組
み
の
下
で
、
最
も
よ
く
把
握

さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

註（
55
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
三
九
三
―
九
四
ペ
ー
ジ

（
56
）　

東
郷
『
北
方
領
土
』
一
二
〇
ペ
ー
ジ
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（
57
）　

パ
ノ
フ
『
雷
の
ち
晴
れ
』
二
二
七
ペ
ー
ジ

（
58
）　

G
raham

 A
llison and P

hilip Zelikov, E
ssence of D

ecision, E
xplaining the C

uban M
issile C

risis

（N
ew

 York, L
ongm

an, 1971/1999

）

（
59
）　

Irving Janis, G
roupthink,

（B
oston, H

oughton M
ifflin C

om
pany, 1982

）

（
60
）　

Jam
es R

ichardson, C
risis D

iplom
acy: T

he G
reat Pow

ers since the M
id-N

ineteenth C
entury,

（C
am

bridge, C
am

bridge U
niversity 

P
ress, 1994

）

（
61
）　

A
lexander W

endt, Social T
heory of International Politics

（C
am

bridge, C
am

bridge U
niversity P

ress, 1999

）, p. 372

お
わ
り
に

確
か
に
、
小
泉
政
権
が
退
陣
し
、
安
倍
政
権
が
誕
生
し
て
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
五
月
半
ば
ま
で
、
領
土
交
渉
を
め
ぐ
る
ロ
シ
ア
指
導
部
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
ト
ー
ン
が
改
善
さ
れ
た
。「
双
方
に
と
り
受
け
入
れ
可
能
な
解
決
策
」
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
八
年

大
統
領
に
就
任
し
た
メ
ド
ヴ
ェ
ー
デ
ィ
エ
フ
氏
は
、
七
月
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
福
田
総
理
に
対
し
、「
領
土
問
題
が
解
決
さ
れ
れ
ば
、
現

状
の
両
国
関
係
を
抜
本
的
に
変
え
ら
れ
る
」「
両
国
間
に
平
和
条
約
が
存
在
し
な
い
こ
と
は
、
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
日
露
関
係
の
進
展
に

と
り
支
障
と
な
る
」
な
ど
、
冷
戦
時
代
、
日
本
側
が
ソ
連
側
に
述
べ
て
い
た
こ
と
を
発
言
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

二
〇
〇
九
年
二
月
十
八
日
の
サ
ハ
リ
ン
に
お
け
る
麻
生
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
会
談
で
は
、「
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
が
指
示
を
出
し
た

『
新
た
な
、
独
創
的
で
、
型
に
は
ま
ら
な
い
ア
プ
ロ
ー
チ
』
の
下
で
作
業
を
継
続
す
る
こ
と
」
に
双
方
は
合
意
。
五
月
十
二
日
の
東
京
に
お

け
る
麻
生
・
プ
ー
チ
ン
会
談
で
プ
ー
チ
ン
首
相
は
、「
七
月
に
イ
タ
リ
ア
で
予
定
さ
れ
る
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
と
麻
生
首
相
と
の
会
談

で
は
、
問
題
解
決
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
が
議
論
さ
れ
る
と
考
え
る
」
と
発
言
し
た
（
以
上
外
務
省
Ｈ
Ｐ
か
ら
）。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
事
態
が
一
変
し
た
。
麻
生
総
理
は
、
五
月
二
〇
日
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、
北
方
領
土
は
ロ
シ
ア
に
「
不
法
占
拠
」
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さ
れ
て
い
る
と
い
う
昔
か
ら
の
日
本
政
府
の
立
場
を
発
言
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
は
、
二
九
日
の
河
野
雅
治
駐
ロ
大
使
の
信
任
状
奉
呈

式
で
「
一
方
的
で
法
的
な
枠
を
超
え
た
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
だ
」（
五
月
三
〇
日
朝
日
）
と
批
判
。
六
月
十
一
日
に
衆
議
院
本
会
議
で

北
方
領
土
問
題
解
決
促
進
特
別
措
置
法
改
正
案
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
そ
の
中
に
こ
れ
も
ま
た
昔
か
ら
の
日
本
政
府
の
立
場
で
あ
る
「
わ

が
国
固
有
の
領
土
」
を
明
記
。
ロ
シ
ア
外
務
省
は
同
日
、
こ
の
改
正
案
は
「
不
適
切
で
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と
い
う
声
明
を
発
出
（
十
二

日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）。
下
院
は
二
十
四
日
「
こ
の
改
正
案
が
撤
回
さ
れ
な
い
限
り
、
交
渉
を
行
わ
な
い
よ
う
政
府
に
求
め
る
」
声
明
を
採
択
（
二
十

五
日
産
経
）。
上
院
は
、
七
月
七
日
、
こ
の
法
案
成
立
に
抗
議
し
「
ビ
ザ
な
し
交
流
を
停
止
す
る
よ
う
」
大
統
領
に
求
め
る
声
明
を
採
択
し

た
（
八
日
産
経
）。

七
月
九
日
イ
タ
リ
ア
の
ラ
ク
イ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
の
際
に
行
わ
れ
た
日
ロ
首
脳
会
談
で
は
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
大
統
領
か
ら

は
、「
北
特
法
の
改
正
等
を
め
ぐ
る
双
方
の
議
会
で
の
動
き
に
言
及
が
あ
り
、
話
合
い
を
行
っ
て
い
く
上
で
の
静
か
な
環
境
の
必
要
性
に
つ

い
て
強
調
」
さ
れ
た
。「
独
創
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
下
で
、
あ
ら
ゆ
る
オ
プ
シ
ョ
ン
を
検
討
し
て
い
く
用
意
が
あ
る
」
と
の
発
言
は
あ
っ
た

が
、
具
体
的
な
議
論
に
は
一
切
踏
み
込
ま
ず
、
五
月
半
ば
ま
で
の
交
渉
上
の
雰
囲
気
は
大
き
く
後
退
し
た
（
引
用
外
務
省
Ｈ
Ｐ
）。

佐
藤
優
氏
は
、
麻
生
総
理
の
不
法
占
拠
発
言
に
よ
っ
て
「
ロ
シ
ア
の
政
治
エ
リ
ー
ト
が
日
本
人
に
『
騙
さ
れ
た
』
と
思
っ
て
い
る
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
日
本
側
に
は
『
騙
し
た
』
と
い
う
認
識
は
な
い
。
ロ
シ
ア
側
の
難
癖
の
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
ロ
シ
ア
人
は
心
底
怒
っ
て
い

る
」
と
し
「
い
ま
や
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、『
外
交
交
渉
で
は
、
交
渉
の
席
で
行
っ
た
発
言
だ
け
を
基
礎
に
す
る
。』
と
い
う
ゲ
ー

ム
の
ル
ー
ル
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
だ
」
と
分
析
し
た
（
Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｉ
Ｏ
、
二
〇
〇
九
年
七
月
二
十
二
日
）。
私
も
賛
成
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

そ
う
い
う
状
況
下
で
、
八
月
三
十
日
、
衆
議
院
選
挙
で
の
民
主
党
の
大
勝
に
よ
り
、
九
月
十
七
日
、
鳩
山
内
閣
が
成
立
し
た
。
鳩
山
総
理

は
、
慎
重
に
、
か
つ
、
手
堅
く
、
ロ
シ
ア
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
始
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
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九
月
十
七
日
、
総
理
大
臣
に
正
式
に
選
ば
れ
た
後
、
ロ
シ
ア
側
の
求
め
に
応
じ
て
就
任
後
初
め
て
の
外
国
首
脳
と
し
て
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ

フ
大
統
領
と
電
話
で
懇
談
し
た
。
先
方
は
、
総
理
の
「
日
ロ
関
係
に
は
大
き
な
潜
在
的
能
力
が
あ
る
」
と
い
う
発
言
を
評
価
、
総
理
も

「
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
協
力
の
推
進
」
と
「
懸
案
解
決
へ
の
期
待
」
を
述
べ
た
（
九
月
十
七
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）。

　

九
月
二
十
三
日
、
国
連
総
会
で
最
初
の
首
脳
会
談
が
開
催
さ
れ
、
総
理
は
祖
父
鳩
山
一
郎
が
「
平
和
条
約
を
締
結
で
き
な
か
っ
た
、
そ
れ

か
ら
五
十
年
以
上
た
っ
た
が
、
未
だ
に
平
和
条
約
が
締
結
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
両
国
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
、
我
々
の
世
代
で
領
土
問
題
を

最
終
的
に
解
決
し
た
い
」
と
述
べ
、
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
は
、「
独
創
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
発
揮
す
る
用
意
も
あ
る
し
、
同
時
に
、
法
的
な
範

囲
の
中
で
議
論
を
行
う
こ
と
も
重
要
、
過
去
の
遺
産
を
政
治
的
に
解
決
す
る
こ
と
は
可
能
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
外
相
レ
ベ
ル
で
定
期
的
に

話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。（
外
務
省
Ｈ
Ｐ
）。

　

ま
ず
は
穏
当
に
す
べ
り
だ
し
た
鳩
山
対
ロ
シ
ア
外
交
は
、
領
土
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、　

突
破
口
を
開
く
べ
く
、
す
べ
て
の
努
力
を
か

た
む
け
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

問
題
は
、
ロ
シ
ア
自
身
が
、
ロ
シ
ア
の
利
益
を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
ロ
シ
ア
を
と
り
ま
く
国
際
政
治
の
分
析
が
必
要
で

あ
る
。
先
ず
、
米
ロ
関
係
の
動
向
に
つ
い
て
の
判
断
が
い
る
。
ブ
ッ
シ
ュ
時
代
、
緊
迫
化
す
る
両
国
関
係
へ
の
重
石
と
し
て
、
ロ
シ
ア
指
導

部
は
、
日
ロ
関
係
を
動
か
そ
う
と
し
た
側
面
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
考
え
る
な
ら
、
オ
バ
マ
と
の
間
の
当
面
の
「
融
和
リ
セ
ッ

ト
関
係
」
は
、
日
本
へ
の
関
心
を
減
ら
す
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
日
本
と
し
て
は
、
緊
張
し
た
米
ロ
関
係
よ
り
、
緩
和
し
た
米
ロ
関
係
の

方
が
、
交
渉
力
の
幅
は
広
が
る
。

次
に
中
国
と
の
関
係
が
あ
る
。
両
国
指
導
部
は
現
在
、
良
好
な
中
露
関
係
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
政
治
上
の
交
渉
力
を
高
め

よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
期
的
に
見
れ
ば
、
中
国
の
経
済
成
長
力
は
、
圧
倒
的
に
ロ
シ
ア
を
上
回
っ
て
い

る
。
そ
こ
か
ら
、
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
日
本
と
の
関
係
改
善
を
求
め
た
い
と
い
う
要
素
が
で
て
き
う
る
。
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更
に
、
ロ
シ
ア
国
内
経
済
の
現
下
の
成
長
力
の
問
題
が
あ
る
。
二
〇
〇
八
年
春
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
支
え
ら
れ
た
ロ
シ
ア
経
済

は
、
そ
の
力
を
め
い
っ
ぱ
い
に
顕
示
し
て
い
る
様
子
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
急
落
と
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
発

生
し
た
世
界
同
時
不
況
は
、
ロ
シ
ア
の
経
済
社
会
を
直
撃
し
た
。
こ
の
状
況
下
で
、「
脱
エ
ネ
ル
ギ
ー
付
加
価
値
経
済
」
を
望
む
ロ
シ
ア

が
、
日
本
経
済
と
の
接
近
の
可
能
性
を
一
層
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
視
点
も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
要
因
を
総
合
す
る
と
、
私
は
、
少
な
く
と
も
、「
対
日
接
近
は
あ
り
え
な
い
と
決
め
つ
け
る
理
由
は
無
い
」
と
、
考
え
る
。

従
っ
て
、
国
際
関
係
の
中
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
力
、
ロ
シ
ア
政
権
の
国
内
掌
握
力
を
よ
く
見
極
め
つ
つ
、
ロ
シ
ア
指
導
部
と
の
間
の
対
話

と
信
頼
関
係
を
大
事
に
し
、
で
き
う
る
限
り
の
努
力
を
す
る
、
今
鳩
山
政
権
は
、
そ
う
い
う
時
期
に
い
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊

　

孟
子
に
曰
く
「
天
の
時
は
地
の
利
に
し
か
ず
、
地
の
利
は
人
の
和
に
し
か
ず
」。
今
放
映
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
天
・
地
・
人
」
の

元
と
な
る
言
葉
で
あ
る
。

　
「
天
の
時
」
が
無
い
と
、
日
本
側
で
、
決
め
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

ロ
シ
ア
側
、
日
本
側
双
方
に
お
け
る
政
権
の
掌
握
度
、
す
な
わ
ち
、「
地
の
利
」
は
、
と
も
に
あ
る
と
思
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

問
題
は
、
交
渉
当
時
者
間
の
、「
人
の
和
」
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
交
渉
の
ロ
ジ
ッ
ク
と
人
間
関
係
が
、
不
可
欠
の
要
因
と
し
て
で
て
く

る
。

　

メ
ド
ヴ
ェ
ー
デ
ィ
エ
フ
大
統
領
と
プ
ー
チ
ン
首
相
と
の
組
み
合
わ
せ
で
交
渉
を
進
め
よ
う
と
考
え
る
な
ら
、
交
渉
の
入
り
口
は
、
イ
ル

ク
ー
ツ
ク
合
意
以
外
あ
り
え
な
い
と
私
は
思
う
。
一
人
の
首
脳
が
、
自
分
の
論
理
と
し
て
組
み
立
て
た
考
え
方
は
、
よ
ほ
ど
の
こ
と
で
な
い

限
り
、
覆
る
こ
と
は
な
い
。
プ
ー
チ
ン
の
論
理
は
、
本
稿
で
述
べ
た
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
合
意
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
メ
ド
ヴ
ェ
ー
デ
ィ
エ
フ

は
、
そ
の
論
理
と
連
携
し
て
動
く
。
交
渉
の
出
口
は
ど
う
な
る
か
、
こ
れ
こ
そ
、
鳩
山
・
メ
ド
ヴ
ェ
ー
デ
ィ
エ
フ
の
対
応
い
か
ん
に
か
か
っ
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て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
帰
趨
を
定
め
る
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
日
ロ
双
方
に
お
け
る
、
交
渉
チ
ー
ム
の
陣
容
で
あ
る
。

鳩
山
政
権
が
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
し
て
、
あ
り
う
る
か
も
し
れ
な
い
「
六
度
目
の
機
会
の
窓
」
を
生
か
さ
れ
る
よ
う
、
切
に
期
待
し
た

い
。

　
（「
お
わ
り
に
」
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
九
年
『
世
界
』
十
二
月
号
、「
鳩
山
政
権
下
の
日
ロ
領
土
交
渉
は
ど
う
進
め
ら
れ
る
べ
き
か
」
八

五
―
九
四
ペ
ー
ジ
参
照
）。
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